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投 稿 規 定

1.   日本 翅目学会々 員は会誌 ELYTRA に投稿できる.
2.   投稿内容は甲虫に関連したものに限る.
3.   投稿の掲載可否および掲載時期については編集局の合議による.
4.   原稿分量は, 原則として1 号1 篇あたり刷上がり16頁までとし, それ以上のものは2 回以上
に分ける.

5.   和文の原稿は横書き, 原則として現代かなつかいを用いる.
6. 原著に関しては欧文表題を付すこと.
7. 欧文の原稿には和文表題を付すこと.
8.   原著にはSummary (要約) を付すことが ・ましい
9.   和文の原稿では, 種名は和名を主とし, 学名は必要最小限にとどめる.

10. 新種およ0日本才、記録種の記,1 ﾎについては,  必ず標本写真 (原記, Bの場合は holotypeに限
る) あるいは写真に代わりうる図を付し, それらから種の特徴が、Pj別不可能な場合:こは, 別に
図版でもってこれを補うことが iましい.

11. 動和?物の学名は, Necydalis ,,taj'or LINNEのように命名者は全記すること. た'- し, 同文
中-c重複する場合は「i略してかまわない.

12.   文献は本文の終わりに一括して記すことが _ ましい. 雑誌名およ0: ｪ号は省略体でよい・
(例) En t. Re、・. Japan 19, p5~34, 196‘

13.   活字の指定および校正は編集局に一任されたい. たf二 し, 原著に関しては, 初校は著者校正
とする.

14.   別刷は原著に限って作成(50部以上) し, 100部までは実費の半額を当会が負担し, それ以上
は著者が全額負担する.

15.   掲 済の原稿は返却しない. たitし, 原図・ 写真は希望があれば返却する・
16.   原稿の送付先は, 当分の間, 下記宛とする.

〒u0  東京都台東区東上野4-26-8  福田惣一方,  日本事ff  目学

〔投稿に関する注意事項〕

a. 和文は「~である」調を用いる. ただし, 会話文はこれに当てはまらない.
b. 欧文原稿は1 行60字内外にタイプする.
c. 未記録種の投稿に際しては, それが未記録であると考えた理由を明記することが望ましい.
d. 分類の紛らわしい種の記録を行なう場合は標本写真を付すことが望ましい. なお, 本会誌に用いるため
の標本写真撮影は当会にても行なうので, 希望者は事務局宛に連絡されたい.

e. 写真および図版は出来上り予定寸法の1.5 倍程度に製作するとよい.
f . 採集データ (和文) は次のように略記すればよい.

5 1 , 群馬県武尊山, 16. 'nI l9-0, 表笠恵士採集

g. 原稿は編集局により一部変更されることがあ るが, 変更簡所が内容に及ぶ場合はあらかじめ著者の了解
を求める. また, 不備な原稿は書き直しを要;1表することもある.
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小笠原諸島のコメ ツキムシについて

大平仁夫') ・ 楠井善久2)
The Elater id-beetles from the Bonins (Coleoptera)

By Hi too OHIRA and Yosh ihi sa KUsU I

小笠原諾島は, 北回帰線よ りやや北の北総27度付近に
位置し, 東京から南へ約1, 000km, 太平洋上に浮かぶ30
あまりの島々 の総称で, 北から南へ 島列島, 父島列島,
母島列島の島嶼群にわかれ, さらに南の火山列島 (硫黄
列島) に連なっている。

気候は亜熱帶と熱帯の移行帯にあたり, 海洋性で,  1
年を通して温u要-で気温較差は少ない。 また, 本諸島は大

陸から速く離れているために, 生物相は11弱であるが,
小笠原特有の生物相もみられるので, 学術的にも興味の

ある地域である。

島ll興排別に自然の状況をみると, 野島列島は父島の北

約70kmに位置し, 島 (別名をヶータ島), 妹島, 嫁島

の代表的な島々と多数の小島や岩確などから成り, 舞島

以外は, 尖峯や断陸を誇る美しい島々であるが, 野生化

したヤギが全島にわたって飽和状態となり, そのためか

生は極度に資s31で,  リュウゼツランやタコノキが散立

して荒涼たる量観をなしている。

父島列島は, 父島, 兄島, 島が南北に並び, 西島,
東島, 南島, 西の島などの小島を含めて列島を形成して

1)
2)

図1 大村地区 (手前) と夜明山方面 (父島)

〒444-35 岡崎市舞木町孤山3 の1
〒 097 確内市緑5 丁日

おり, 小笠原諸島最大の父島は面積24km2 で, 海抜321
mの中央山から山唆が四方に伸び, 深い谷を作っていて
平地は少ない。戦前戦後を通じて人口も多く, 開発が一

番進んでいる島で, 無計画な動植物の移入によって植物
相の荒廃がひどく , 農耕地の跡に生えたギンネムを主と

した移入植物や, 第二次林が復元し, 小笠原個有の植生
は中央山の頂上付近にわずかに残っているにすぎない。

また, 各種の植物を加害するアフリカマイマイや, 害虫

駆除のために入れられたォォヒキガェルが繁殖してい

て, これらが間接的に植物相や民虫相にかなりの影響を

与えているように思われる。瀬戸をへだてて連なる兄島

や弟島も父島と同様であるが, ヤギの他に野生化した牛

や豚が加わり,  リュウキュウマツやモクマオウが目立

ち, ここも荒廃が進んでいる。

母島列島は, 父島より南約50kmに位置し, 向島, 平
島, 姉島, 妹島, 蛭島が母島の南側をとり囲むようにな

らび, 母島は面横21km2, 最高峯の乳111山 (海抜400m)
を中心に, 山f受は南北に細長く走り, 束西面は海岸に急

勾配に落ちこんでいる。 また, 石門山を中心とした北部

の山岳地には原生林が茂り, 小笠原固有の生物がまだ多

く生き残っている。 しかし, 南部の 耕地は, 周辺の属

島とともに' i繰地化していて,  タマナやギンネ �など
多い。

'在一者の一人である補井は, 1972年-1 月から1973年7 月

まで父島に滞在し, この間本業の合間をみてこれらの島

嶼辞の民虫調査に従事した結果, かなりの資科を集める
ことができた。このうちのコメツキムシ科の ものについ

ては, 主として大平が同定したが, 若干の知見を得るこ

とができたので, ここに報告することにした。

なお, 小笠原語島のコメツキムシの資科については,
高知大学a ･学部の小島圭三博士,  束京農業大学の渡辺泰
明氏, 束京都の小宮次郎氏, 北海道大学農学部の高木貞

夫博士, また父島のNat. Savory Jr. 氏をはじめ小笠原
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図2 南袋沢とツツジ山方面 (父島)

総合事務所職 i i話氏からも多大の接助を頂いた。
心から感謝の意を表したいと思う。

こ こ に

研 究 史
小笠原話島のコメツキムシを最初に扱ったのは松村

(1914) と思われるが, それから今日まで10議会、りの報
告が公にされている。 それらの主なものを記すと次のよ
うになる。

1)  松村松年 (1914) 小笠原島の概況及森林 : 1~231
(東京府小 _原島「i二) (鮪ｩ翅日 :12)~127
この報告の中に次の3 種が記録されている。 ナガウバ

コ メツキ Alaus put,-t'd“s CAND.,  ツマウスコメツキ
A o!‘s api'caff's MATS., オ力'サハラコメ ツ キ fate r

ogasau,a rens ts MATS. である。 これらの種は, 小笠

原から最初に記録されたものばかりであるが,  ツマウス

コメツキとォカーサハラコメツキの2 種については松村が

命名者になっている。 しかし, 原記破の所在が不明で,
高木博上の御教示によれば, 北海道大学提学部昆 学教

室にもこれに相当する標本がなく,  どのような種を指し
ているのか不明である。

2) MIwA, Y. (1927) Descriptions of New Species
of Japanes。 Elateridae, Ins. Mats., 2 (1) : 12-22
父島から松村松年が採集 (V■. 1905) した標本にもと

づいてクロツヤコメツキElater bif,oveolatus という
新極が記,械されている。

3)  江崎悌三 (1930) 小笠原諸島の昆 相に就いて,
Bull. Biogeogr. Soc. Japan, 1 (3): 200-226
コメツキムシでは Elater bite,,eotattts M IWA,

1.)27が l 種扱われている。

4)  鹿野忠離 (193:)) 小笠原島産甲盛, 附同島.尾1義相
に関する二三の考察, Bull. Biogeogr. Soc. Japan, 1
(3): 239-247
前記の松村 (1914) に報告されたAlaus putridus と

MIwA (1927) が記載した Elater bifoveot◆t‘sの2

種が扱われている。

)) MIwA, Y. ( l934) The Fauna of E late r idae

in the Japanese Empire,  Dep. Agr., Go、' . Res.

Ins t . Formosa, 65: 1-2S9, 9pls.
このモノグラフの中にAde1oc・e;a makli '11 CANDtZE,

1865と . i l aus ptttrtdusの2重が記録されているo し

かし、  1927年に同氏が新極として記破したElater bifo-
t,eolattts はどうしてか見落されているo

(1) M o zEN, K. (1950) A Revi sion of  the In-

sec t_Fauna of the Benin Islands, w i th Some Un-

recorded Species, Annual Rep. Gakugei Fac., Iwate
Uni、-. , 2: 21-33

この論文中に5 總lのコメツキムシが記録されている。
この中で, 「ctrl'gl‘s ou t'si CANDEZE, IS73と St ies'S

musctl lt‘s CANDle:ZE, 1873 の2 極については,  この話

島から最初の記録である。

7) Van ZwALUwENBURG,  R.H. ( l9 )7) Insec ts

of Micronesia (Coleoptera: Elateridae),  Ins.  Mic-
ronesia, 16 ( l ) : 1-66
小笠原話島からは, 今まで知られてきたCo''tPsolacon

maM ni ( = .4defocera) , Aia1‘s ilt,-1di‘s,  Tot'-lg!IS
eu,ts1, Ampedts bifoveolatus(=Elat ,-) の・1 種と,1
末同定の Mega e n t11es nea r ja e ,1, - s と Pfafyny-
c11Ms ad1i‘for ?, それに P,-opse t‘s o,1g fordi と

Neodip1oconus bo,ll,,ens,sの2 新種の記,彼がある。 こ
の報告は, 本科の.lji門家によって研究された最初のまと
まった報告である。

s)  中根鑑彦 (l970) 小笠原諾島のii 似 ﾞ (小笠原語
島の学術・ 天然記念物調査報告書): 15~32 (文部省)
コメッキムシは9 種記録されていて,  今まで文献上に

現れた種が紹羅されている。

9)   大平仁夫 (197,)) 小笠原話島から採集されたコメ

ツキムシ科の1 新 , げんせい, 21: 9~ l2
Alaotypusboninensis  という1 新f重の記4?があるo
これは,  今までAdetocera maklint とかCo,npsotacon
maklint として,誤って同定されてきた種であるo

10) OHIRA, H. (1973) Ne w o r L i t t le- K nown

Elat。rjdae from Japan, Xln (Coleoptera), Kon tyu,
41 (3): 326-329

Procraerus  kusMi  と命名された1 新種の記'成があ
る o

l l ) OHIRA, H. (1974) New o r L i t t le-K nown

Elateridae (Coleoptera) from Japan, Xu, Kontyu,
42 (1): 24-23

Tetr fgl‘s t‘sill i と Meianot i,s em'no'IsiSの2新
種の記載がある。  このうちで, T kusu,, は, それ以前

18 -
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にT. Icu,is, として誤って同定されていたものと同じと

思われる。

種 の概 説

クシヒケ コメッキ亜科(HEMIRHIPINAE)
1 . Tet r igus kusuu OHIRA, 1974
オガサワラクシヒゲコメツキ (第3 図,  F)
体長15~20mmの小型種で, 体は暗褐色。頭部の前頭

部は平らで, 前胸背板の側縁部は幅せまく扁平状である。

また, 翅端部は短く , 強く針状に実出していない。

本fifiは, MoNzEN (1950) などに T. Icu,tsi として父
島から記録されていたものと同 l と思われるが, 一般外

形は, むしろ西カロリン辞島 (パラウ島, べレリウ島)
に分布する T. palauensis Van ZwALUwENBURG,
1940によく似ているように思われる。分布は今のところ
では父島のみであるが, 母島からはより細長い別種と思

われるものが得られている。 しかし,  これは雌個体のみ

しか調べられなかったので, 種名の確定は今後の研究に
i'11ちたいと思う。 分布 : 父島

・、タマコ メ ッキ 11科
(CHALCOLEPIDIINAE)

2. P a r alm la is pu t r idus lar t'atus (CANDi:zE,
1874)  オオフタモンウバタマコメツキ (第3図, G)
松村 (1914) に Alaus putr,dus として記録されて
いる種と同じで, 体は黒色であるが体背面の鱗状毛は淡

黄概色をしているので, 一見やや 色をおびたようにみ

られる個体が多い。 また, 地端部の切断部の形は変異が

多く, 本土'[ll利重のフタモンウバタマコメツキと識別でき
ないような個体もみられる。幼虫はウバタマムシの1111111、
をfiliiにして羽化させた。
分布: 父島, 島 (その他琉球, 台湾, 中国)

3. Pa「acala is berus (CAND;EzE, 1864)
ウバタマコメツキ (第3図, H)
本細;t, 小1;,: 原話島からはこれが最初の記録と思われ
る。 一般外形は, 本州や琉球などにみられるものに比し

て差はみら;t 'ないようである。 幼虫はリュウキュウマツ
の樹度下で採集できるが,  この松は1899年に用材として
1中細から移入された記録があり, 前和l と共に人為的に連

ばれたものと思われ,  この島に古くから定着していた種

ではないように思われる。

分布 : 父島, 西島, 島 (その他本州, 四国, 九州,
琉球, 台湾, 印度支那)
4. Alaotupus boni nensis OHIRA, 1970
オガサワラサビコメツキ (第3 図,  I )
体長12~18mm。体は暗褐色で, 表面には黄金色の体

毛を生ずる。 本種は, MIwA (1934)に Ade1ocera ma-
kiln,  として記録されたものと同種と思われる。 小笠原

諾島では, 父島と母島に個体数が多いようで, 夜間に燈

火によく飛来し, また日中は樹皮下にひそんでいるよう
である。 分布 : 父島, 母島

ヒ ラ アシ コ ツキ _科(DICREPIDIINAE)
5. P ropsephus lana,fordi Van ZwALUwENBURG,

1957  オガサワラヒラアシコメツキ (第3図,  B)
父島とm tから得られた個体にもとづいてVan ZwA-

LUwENBuRG (1957) によって新種として記録された種

で, 中根 (197)) は 島を産地に追加された。

本種は今のところでは小笠原特産である。 体長7 ~12
mm . 体は11?色で光沢を有し, 背面には.'it 色毛を, 順面

には褐色毛を生ずる。触角と脚は赤社i色。触角は ・ , . と

も前胸背板の後緑角より長く , 第2 節は短小で球状, 第

3 節から鋸出'状である。 脚の第2 ,  3 是付節の下側は膜状

に伸展する。小笠原話島では,  このように9付節が膜状に
伸展する種は他にいないので, 同定は容易にできる。 幼

虫はt i木に生息し, オカーサワラチビクワカタを直;[「として
IS,浦することができた。
分布 : 父島, :f島, '島

コメツキ IIi科(AMPEDINAE)
6 . P rocraerus ( P rocraerus) kusuu OHIRA, l973
オガサワラホソキコメツキ (第3 図,  E)
本種は, 補Jl-が1972年7 月9 日に父島から採集した1

-- 個体にもとづいて, 大平(1973)が新?iとして記械した
種であるが, その後 - 個体も検している。体長は1 ~ 6
mm. 体は 構色で, 頭部と前的l' f社Kはやや濃色。 触角

は暗褐色で, 脚は黄福r色である。 また, 触角は・ - とも

前的背版の後維角より長く ,  、 では - しく細長い。脚の

J「「.とf付節は簡単である。 本種は,  日当りのよい所に咲い

たァデクS: - gum bu.r,foliu”t やヒメツノ、キ So/l ima

",e,-t ns,a,,a の花上で採集されるが, 火にも飛?(- し

た。 分布 : 父島, i:f島
7. Haternteta ter bifotleola tus (MI、VA, 1927)
ツヤチャイロコメツキ (第3 図,  D)
本細 i_,  三輪 ( l927) によって Elater bif1o,,eclat・Is
として新種の記,成をされたもので,  Van ZwALuwEN-
B U R G (1927) はMega e a t o s near J'ape,1,'cl‘s FLEU-
TIAux として,  楽名伊之吉が採集した標本をあげてい

るが, おそらく上記のbifoveolatusと同極と思われる.
体長8 ~ 9 mm。体は黒色 (腹面はやや'R褐色) で光

沢を有するe体背面は黒色毛を, 体91 X面は褐色毛を生ず
る。触角は暗赤褐色で, 脚はiii褐色である。一般外形
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は, オガサワラヒラアシコメツキによく似ているが, 前

胸腹板線の先端部が凹溝状をしていなく, 前胸背板の後

緑角には各2 本の隆起線を有し, 脚の開節が簡単である
ことなどによって容易に識別できる。

本種は比較的まれな種のようで, 筆者らは父島から得

られた2 個体を検したのみである。 原記 では, 前頭部

に1 対の国陥部を有することになっているが, これは変

異があって, 種の特徴にはならないものと思われる。

分布: 父島

クシコメ ツキ亜科(MELANOTINAE)
8. Neod iptoconus bon.inensis Van ZWALUWEN-

BURG, 1957
オガサワラホソクシコメツキ (第 3 図, C )
体長9 ~ l2mm 。 体は'f'色で光沢を有し, 褐色の体毛

を生ずる。触角は暗福色で脚は赤褐色である。触角は、

では前fifi背板の後系 \角より長く,  ,.  ではそれとほぼ等
長。第2,  3節は短く,  これら第2,  3節を併せたもの
は第.1 節より短い。前胸背板の後緑角には各2 本の隆起
線を有し, 前胸腹板線は2 重ではなく, 前端部は四湖人、
をしていない。 脚のHi節は簡単で, 爪は樹歯状である。

本種は, 今のところでは小笠原話島の特産種である。

一般外形は,  クシコメツキ属 (Melanotus属) のものに

よく似ているが, 前胸背板の後結角には各2 本の隆起線
を有すること, 前胸座更板線は簡単で2 重になっていない

ことによって識別できる。 分布 : 父島, 母島
9. Metanotus (Metanotus) boninensis OHIRA,

1974 オガサワラクシコメツキ (第3図, A)
体長14mm内外。 体背面と触角はIn褐色で, 体腹面と
脚はやや赤褐色。 表面には淡黄色毛を生ずる。 触角は-・
では前胸背板の後緑角よりやや短く, 第3 節は第2 節の
2 倍弱,  これら第2 ,  3 節を併せたものは, 第 節より

はるかに長い。 前胸背板の後系 \角には各1  本の隆起線を
有し, 前胸胞板線は2 重で, 前端部はl'1]群状。脚の財節
は簡単で, 爪は 歯状である。

Van ZWALUWENBLJRG ( l957) のミクロネシアのモ

ノグラフによれば,  この地域には Melanotus属の細 i
l -利i も産しない。 者らは, 今までに母島からの2 -, 個

体に接したのみで, 個体はまだ確認されていない。

分布 : 母島

その他の種について

以上のように, 現在までに小笠原話島から9 種が確認

できたが, 記録上に残っている種の中に, 松村 (1914)
にある Athotts apicatis と Elate r ogasau'arensiS
は, 原記載もそれに相当すると思われる標本も見当らな

くて,  どのような種を指しているのか不明であるが, 前

種t i P'ropsep/tus langfordiで, 後種はHate,melater
bi fo-ueolat.,sのことを指しているのではないかと思われ
る。その他, MoNzEN(1950) に記録さ.;しているSitests

muscutus CANDEzE クチブトコメツキは,  今回の調

査では確認できなかったが, 植物などについて人為的に
入つたものでなぃとすれば,  この種は, 常識的に考えて
小 原話島には産する可能性のないもので, 何か他の極
と混同されている可能性も強い。  また,  Van ZWALu-
wENBURG (1957) に示された platynychttS ad jutO「
(CANDEzE, 1873) ?  は, 分布の可能性はあるが, 同氏
が示した図から判断すると, 翅相部の両側が平行状で,
この種であるかどうかよくわからないし,  この属のもの

は, 残念ながら今回の調査では1 種も発見できなかっ
た。

他の.Ei虫類では, 各島間に亜種に分化しているものも
見出されているが,  コメツキムシでは, 現在の段階では
そのような 向にあるものは見出されていない。 回の

調査で確かめられた9 種のうち, 小笠原話島特産のもの

が7 種も含まれていて, 残りの2 種は東洋系の琉球や台
湾とも共通の總lである。 これは, 他の民虫類に比して,
かなり高い率で個有種が存在することになるが,  これも
今後の調査によって種類が追加され, その比率も変って
くるものと思われる。

1.   脚のJKは櫛歯状である
一脚の.「「、は簡単である

2. 前胸腹版線は2 重で

る

一前胸H更板線は簡単で,  前方部は凹溝状をしていない
_ _ - - - - - - -ーオカーサワラホソクシコメツキ

3. 脚の要ll節の第2 ,  3 節の下側は膜状に伸展する一
- - - - - - - - - - オガサワラヒラアシコメツキ

一脚のﾚ・ t節は簡単で �

前胸a X板線の前端部または大部分が深い凹 状をし

ている

一前胸腹版線は凹溝状をしていない一ーー一 - - - 7
5. 前胸腹板線は, 中央部かそれ以上の長さにわたって
深い国群状である一一 - - - オガサワラサビコメツキ
前胸腹版線は前端部のみ凹i尞�ﾅ�る - - 6

6.   翅端部は幅広く横位の切断状である一 - - - - -

一翅端部は丸ま リ切断状をしていない

- 20 -

種の検索表 2
3

前方部は浅く 凹i ﾚ状をしてし
オガサワラクシコ メツキ

オオフタ モンウ '

ウ

タ マコ メツキ

タマコ メツキ



7・  触角は とも描歯状である

融 f lは とも鋸歯状である
体は'n、色。 触角は第3 節から鋸歯状で, 第3 節は第

B

/

ツキムシについて

4節とほぼ同形

小笠原話島のコメ

オカサワラ クシヒケ' コメ ッキ

、

C 、 _ D E

u

' l ア ヤ ' ロ コ メ ツ

オガサワラホソキコメツキ

ー::体は黄褐色。 触角は第4 節から弱く鋸歯状で, 第3
即は第4 節よ り著しく短小
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Japanese Society of Coleopterology

Notes on the Longicorn Genus N,ecydalis,
Homonym and Synonym†

Keiichi KusAMA††

Homonymy
1. Nicol,datis ll,,likushimensis KUsAMA, nom n o v.

iNecydalis (Necydatis) brevicornls YoKoYAMA (n c LINNE, 17、)7, Syst. Nat e:1. 12, p. (1・13

Lymexylidae at present)
Ent.  Rev.  Japan,  23(2)  p 93, Pl 6,  fig. 1 (1971)

Synonymy
2. N◆eegda l is pennata LEWIS

A n n. Mag. Nat. Hist.,  (5)  4  p 46-i (1879)
Mecyda ise emna BATEsl)

J. Linn. Soc.  London,  18 p 225 (188-i )  Necydalis  CVecydalisca) eoa PLAv lLsT二,HIKov,
s y n n o v.

Faune U RSS, 21 p. 470, 591 (1936) (Description w a s made by only on female from
Ussuri, type i n Zoological Museum, Moscow Uni、,ersity)

Ve0,daiis (・Ve0,dail'sea) ad' t ea PLAVILSTsHIKoV, syn n o v .

Faune URSS, 21 p 472, 592, fig 240 (1936) (Described by single male from Us・url,  type
in Zoological Mus。urn, Moscow Uni、-ersi ty)
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南西諸島に ける
ア トキリゴミムシ類
の 知 見*)
深 町 宗 通**)

南西諾島,  とくに琉球におけるァトキリコ' ミムシ類の

記録は従来断片的なものが多く , まとまったものとして

は土生 (1967) 以外には少ないようである。筆者は1974
年春期に琉球を訪れた際, 若干のアトキリコ' ミムシ類を

採集し, また同行の話氏から多数の標本を頂いた。 これ

らの中には比較的興味深い記録があり, 筆者の今までに

知ることができた記録と合わせてここに発表しておきた

い。 この記録の中には, 以前より多数得られているもの

も一部含まれているが,  1 つの日安として土生(1967)の
Fauna Japonica; Carabidae Truncatipennes Group
に分布の記録のないものはすべて報告する。

T r ibe Odacanthini

1. Odacantha meta11ica (FAIRMAIRE)
ブロンズクビナガゴ ミムシ

l ex., 沖細本島辺土名, 30.  m. 1973, 長尾ifi採集
(清水昭平氏保管)

夜間水銀灯に飛来したもの。 従来の我国における記録

は確南語島である。

Tribe Hexagonini
2. He_tagonla sp. (cf. H . insignls)

クロモンヒラナ力' コ' ミムシに近似の1 極

l ex., 沖組本島辺土名, 19.  m. l974, 長尾・l番採集
l ex., 石ili f1オモト Iii, 6.  「「. 1974, 山地治採集

l ex.,  lf那国島空港付近, 24. m. 1974, 小笠原隆採集

2 exs. , 同 上 , 25. m. 1974, 長l i-悟採集
ススキのビーティングで最も多く得られたが, 夜間の

描づるでも採集できた。 石垣島ではすでに採集されてい

る( 平久保, 未発表)。 九州から台湾の間の分布の空白地
帯が若干理まったことになるが, 今回得られた個体は各

島産とも上翅'fl紋が小さくなる等, 本土産といくぶん違

っているo

* ) Notes on Truncatipennes Group f ro m Na nsei

Islands by Munemichi FUKAMACHI
**)  〒845 佐賀県小域郡小域町二瀬川

Tribe Pentagonicini
3. Pentagom'ca m'gripemfs BATES

ハネグロツブコ' ミムシ

l ex., 石垣島オモト岳, 29.  nI l974, 小笠原隆採集

2exs., 与那国島宇良部岳, 25. ]11. 1974, 長尾悟採集

従来の記録は長崎(G. LEWIS) と奄美大島(SHIBATA,
1963) である。

T r i be Leb ii ni
4. Coptodera marginata DUPUIs

ニセヒ メ キノ コ ゴ ミムシ

2exs.,  石垣島吉原, 6.  IV. 1974, 山地治採集

2exs., 〃 オモト岳, 5.  ]V. l974, 深町宗通採集

西表島からはすでに記録されている。

5. Coptodera eluta ANDREWES
マダラキノ コ ゴ ミムシ

l ex., 西表島租納, 31.  m. 1974, 小笠原隆採集

石垣島からはすでに記録されている。

6. Do li'c octi's str l'aft‘s form sanus HABU
コヨツポシア トキリ ゴ ミムシ

l ex.,  沖細本島伊豆味, 10. . l970, 酒井香採集

l ex. , 〃 辺土名, 20. m. 1974, 深町宗通採集

2exs., 石;tii島オモト岳, 25.  m. 1974, ″

3exs., ″
, 5 - l l . f「 . 1974, 〃

l ex.,  与那国島字良部岳, 23.  m. 1974, 〃

3exs., 〃 , 25. m. 1974, 長尾悟採集

上翅にこまかい横しわを持つことで原.IIE極と分けられ
た。 台湾と西表島の標本を基にして書かれたが, 石in島
・ 与那国島産ともこの亜種に含まれるようである。 1中細
産は西表産と比較して特に相速なく ,  この,随ネに含まれ
ると思う。

7. oi,c/loo t,s sp.
ヨツポシア トキリ ゴ ミムシd, Eの1  f重

l ex. , 沖 本島11111,  12.  I、.  197・i, 深町 、通採集

ススキをビーティングして得られた。上記 D. st r ia

tus fo,mosan!sに似るが, 前的の形状を異にし, 上理

の条fillは浅く , 間室は i '圧される。斑紋はない。 また上

理はより幅広く円みを fびるなどの点で区別できる。
8. ol l'c1lo - 's f .-t ,-as 1'lo t!‘s (MACLEAY)

ヒ ラ タ ョ ツ ポ シ ア ト キ リ コ' ミ ム シ

l ex.,  西表島ガンビラの淹, 3). m.1974, 小笠原隆採集
l ex.,  石垣島オモ1・Ei, 10. l、.  l974, 深町宗通採集

我国の従来の産地としては 美大島が知られている。
9. Amphimenes rytlkyuensis HABU

アマ ミ カワツ ブコ' ミムシ

l ex., 徳之島, 23~26. l . 1972, 高要i正敏採集
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t
左から e r a g o M a sp . , ofl t1loci l's sp. , n4、,aomeM ieωisjl (石垣島産) , oci'a re'rofast,'afa (石垣島産)

10. i ndy,10'nena f ctol'si t BATES
メ ダカア トキリ ゴミムシ

l ex., 徳之島三京, 7. IV . 1974, 下村 '微採集
l ex., 石il l島バンナ岳, 6.  IV. 1974, 深町宗通採集

石垣島産の個体は上記徳之島産や奄美大島産・ 本土産

などの個体と比較して, 体色が赤褐色で, 上翅条溝が浅

く , 明順ではなく , 間室の点刻はより大きく, 微毛も少

ない等, かなり異なっている。 今のところ, 石垣島が本

種の分布の南限となるようである。 tillづるのビーティン
グによる。

l l . e�i 'd!a  octogut tat MORWITZ
ヤホシゴミムシ

l ex., 沖細本島与那概岳, 19 - 30.  '「[ . 1974,
小林敏 採集

12. Pare,,a ,M'g roi1'neafa M oneals ls HABU
クロヘリア トキリゴ ミムシ

l ex.,  l l之永良部島本村, 26. ?11. 1974, 守屋健次採集
1 ex.,  石 島バンナ岳, 21.  m. 1974, 深町宗通採集

l ex., 〃 吉原, 4.  「「. 197-l, 小笠原隆採集

)exs., 西表島組納, 30.  m. 1974, 深町宗通採集

l exs., ″ 船浦, 2.  「「. 1974, 〃

5exs., 〃 住吉, 6. W.1974, 長尾fﾄ  ・  神尾俊夫採集
石垣・ 西表画島産の個体は, 上翅側緑の.'.1-条が本土産
とほぼ同じ程度から, 第7 間室から第8 間室の基部にか

ろうじて現.れる程度まで大きく変化するが, 一般に.'l -条
がより細くなるffi向が大きい。 与那国島産は本土産と何
ら変わることはない。

13. Pare,Ia lateclncta (BATES)
アオヘリ ア トキリゴ ミムシ

1 ex.,  西表島ヵンビラの流, 29. n.1974, 深町宗通採集
14. Pare,Ia amamtooshimenst's HABU

アマ ミ クロヘリア トキリ ゴミムシ

3exs., l:-l之永良部島本村, 26. W. 1974, 守屋健次採集

l ex., 徳之島三京, 7. . 1974, 下村徹採集

l ex.,  トカラ中之島, 14.  W. 1973, 伊藤正雄採集

上記口之永良部産の 3exs. は奄美大島・ 徳之島・ ト

カラ中之島産の個体と比較すると, 体色はより褐色で,
前胸はやや狭く ,  クロヘリアトキリとの中間的形態を示

して興味深い。 また石垣島産の個体の中にもこのような

形態をもつものがある。
15. Pa rena aesl'penm's (BATES)

オオヒラタア トキリ コ' ミムシ

l ex.,  石垣島吉原, 26.  IH. 1974, 藤田宏採集

2 exs., 〃 オモト岳, 10.  IV. 1974, 深町宗通採集

奄美大島・ 伊豆識島産などの個体と比較すると石111島
産の個体はいくぶん小形である。 結技, へコ'の古い技の
ビーティングで得た。
16. obi'a retrofasaafa MOTsCHULsKY

ジュウジアトキリコ' ミムシ

l ex.,  ;「i垣島米原, 5.  「1. 1974, 木下哲也採集

九州からいきなり石ii i島へ分布が んだわけだが, 前

胸がやや黒化する以外, 本土産と特に相違はないようで

あるo
l 7 . Aprt'stus grandls ANDREWEs

スジミズアトキリコ' ミムシ

2exs., i中細本島与那, 19.  m. 1974, 石田治二採集

Tribe Dryptini
18. ,-y a 1 , te c t a vl'rgafa CHAUD01R

ヒ ロ ア オ ホ ソ コ' ミ ム シ

l ex.,  西表島租納, 12. 'a. 1972, 小林放男採集

l ex., 与那国島字良部岳, 21).  m. 1974, 長尾悟採集

以上が筆者が確認するこ とができた採集例である。 文

中, 特にことわりのない標本はすべて筆者が保管してい
る。
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重稿 K0 0HU虫三
オオシマセンチコガネ徳之島の記録

小幡

オオシマセンチコ力' イ、

Geotr i‘ps osh,'man i‘s

FAIRMAIREは, 美大

島特産種で;あり, 美諾

島徳之島にも分布する可

能性は強いとされていた

l であるが, 採集例は今

までなかったものと思わ

れるので,  ここに報告し

ておく。

1 ,徳之島三京林道,
3. IV. 1974, 下村做採集

幸正

なお, 標本は '幸者が保管している。
文末ながら, この報告にあたり標本を決く提供してく

ださった下村織氏, 並びに標本写真に協力していただい

た鈴木互氏に感謝する。

(〒151  渋谷区千駄ヶ谷3 - 13 - 12)

アカマダラェンマコガネの採集記録

楠月: 善久

アカマダラ ェンマコ力' ネ 0ntAo a g i‘s irtosop l ct i‘s
FAIRMAIREは, 上翅基部および 端部に 褐色の斑紋

を具え, の前99節は長くて内端は指状に伸長した, 特

徴あるェンマコガネで比較的口に付きやすい種類である

が, その記録は少ないようである。

ダイブ標本は1S97年, FAIRMAIREにより石垣島産の
もので発表された。 その後1969年竹富島において''程者が

採集したものを後藤光 氏により, 詳しく記録, 紹介さ

れた (Ent. Rev. Japan, XXII, 1970)。
このたび, 入江平吉氏により ifiび石垣島において採集
されているので記録しておきたい。

1 ・1 o(,), 沖組県石垣島吉原~米原, 19.  「「. 1973,
入江平吉氏採集, 筆者保存

末筆ながら費重な標本を意与された入江平吉氏に深く

感認いたします。

(〒097  稚内市緑5 丁目)

ムネアカチビナカポソタマムシの

新分布記録 2 例

藤田 '
、

ムネァカチビナカポソタマムシ N,alanda ,-uti l ico11is
OBENBERGER は本州 (東京以南)  ・ 四国・ 九州・ 屋久

島・ 三宅島') より記録され,  また, が明るいこと,
および前胸背のしわの形が多少異なる点で区別される別
1;fl種 ssp f ormosana OBENBERGER は 美大島・ 沖

細本島・ 石ifi島・ 西表島・ 台湾より記録されている2'
者は記録のいまだない下記2 離島産の標本を所持し

ているので, 新分布として発表しておきたい。

l ex., 伊豆御観.島川田, 1. ll. 1972, 行藤秀生採集

伊豆話島では三宅島に次く' 記録。 翅 は緑, f- 色 (イll 〕l
大島・ 西表島の個体ほど明るくはないが,  くすんではい

ない) で, 前胸背は鐵く赤味を ffびる。
アカメガシワの葉上で得られたとのこと。

1 ex., トカラ中之島大川, 13. . l973, 伊藤正雄採集

両亜種の境にあたる記録でもあり, 興味深いと思う。

總が明るい 美大島・ 西表島の個体と比較すると,
本個体の翅 はかなりくすんでおり, 前胸背も鐵い赤味

を;將びるなどの差異があった。
末筆ながら, 黄一重な標本をご't i ti- された f l藤秀生・ 伊

藤正雄両氏に深謝したい。

1)  fn沢良彦(1973): 伊ri識島から新記録のタマムシ,
甲虫ニュースNos. 15/16
2) 'n沢良彦(1970) : 日本産タマムシ科解説(9), 甲虫ニ

ュースNo i l
(〒110 台東区台東2 - 29 - t1 )

富士山で採集されたイ ガムツポシタマムシ

藤田 ' i、

イ ガムツポシタ マムシ C r ys o o t r l's 1'gal' Y . K U-

ROSAWA は四国剣山を原産地とし,  四国・ 九州・ 本州

の山地より記録されているが, 非常に稀な種で, 特に本

州に産する亜種 ssp kumagal i Y. KUROSAWAは南
アルプス二軒小屋周辺で数頭の個体が得られているにす
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ぎなかった。

筆者は富士山にて採集された本種を所持しているので
ここに記録を発表しておきたい。

1 ex., 静岡県富士山,
1. W . 1973,

深町宗通採集

要富士3 合日付近で,
直径70~80cmのオオシ
ラビソ倒木中 (樹皮下5
cm程度) から採集したと

のことo
「i:重な標本をご意与さ
れた深町宗通氏, 本種を

同定して下さった黒沢良

彦博士に深謝したい。

(付記) 本種の野外にお

ける発生期は7 月下旬頃
と思われるので, その頃,

同地付近のオオシラビソ倒木 (付近一帶はオオシラピソ
の純林) を.,高べれば, 追加記録も出やすいと思う。

(〒110  台東区合東2 - 29 - 6 )

九州未記録の=セヒメハナノミ属2 種
高桑 正敏

次のハナノ ミ科ニセヒメ 、ナノ ミ属 Fal somo rde11i-

stena 2 細 i , まだ九州より記録されていないと思われ

るので, ここに報告しておく。
1. サトウヒ メハナノ ミ F. satoi (NOMURA)

l ex.,  M岡県'_ii満山, 4.  、「1. 196?, 入江平吉採集
触角はいくぶん3 > .1 節, 後肢段刻はきわめて短く不
明R康だが, ほぽ6 : 5 : 2 : 0。

左 : サトウヒメハナノミ 右 : ナカネヒメハナノミ

2. ナカネヒメハナノミ F aurofasciata (NAKANE)
2exs., 福岡県宝満山, 2.  W. 1968, 入江平吉採集

触角はいくぶん3 <4 節, 後肢段刻は短くやや不明瞭
だが, ほぼ6 : 5 : 3 : 0と 5 : 5 : 2 : 1

( 〒235  横浜市金沢区六浦町3577)

関東地方におけるルイスクピナガハムシ
の採集例

木附 嘉理

ルイス クビナガハムシ l'i l oce,-ls eu,1'sl' JACOBYは
相方木県を基産地として記録された美しいハムシであり,
関東地方においては奥日光・ 天城・ 大書確等で採集され
ているが多い種ではない。

私の手元に下記の採集例があるので報告しておく。
2exs., 栃木県安蘇部葛生町仙波 (足利山地),

4. 、- . l973, 者採集

l ex. , 9?馬県武 山, l7. ]1. 1970, 小 t i屋1.11差?採集
足利山地 ・ 」武ll91山両所において本種の記録はなかった
ものと思われる。なお, 尊山の個体はまったく上 の

In、条を欠いている ('?真左)。
末 ながら上記標本を慮与された小岩屋敏氏, ならび

に発表にあたり色々 と御指導いただいた平野幸彦氏に感
謝中しあげる。

(〒182 調布市業崎2 -18 - 1 )

与那国島でアメイロカミキリを採集
深町 索通

ァ メ イ ロ カ ミキリ Ste,todryas clay!'gera insulariS
YoKoYAMA  は革間博士*によれば, 石垣島 ' 西表島お
よび台湾から記録されており, その中間にあたる与那国
島の記録はない。

筆者はl974年春, 同島を訪れた際, 本種を採集してい
るので報告する。

1 , 与那国島字良部岳, 2.  m. 1974,
深町宗道採集
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夜間, ;l・古れづるをビー ティ ングして得たものである。
* 学:間慶一(1973),  日本産ヵ ミキリの生態と分布一覧

表 (新しい i i虫採集案内nl )
( 〒845  佐「i県小城郡小城町二瀬川)

対馬でキリシマゴマフカミキリを採集
足立 一夫

l974月.l 日22 日, 対馬厳原港の要山で採集したクロマ

ッ結枝より同年;S月17 日, Mesosa crtb,ata kir tshimana
M ATSUSHITA キリシマコ'マフカ ミキリ 1 が羽化した

ので対馬新記録報として報告する。

この枯校はキュウシュウトケ'バ幼虫の寄生を確認して
持ちl,fl ったもので, 計8 本のそのほとんどを長さ 5 ~ 8
cm, 太さ1.4~1.8cmのサイズに切断し,  ワンカップ大

関の容器に全部を入れて保管していたもの。  5 月下旬~
6 月上旬にキュウシュウトケ'バが羽化した後, そのまま

放置していたところ,  7 月上旬, 華者が神索川へ転勤と

なり, たまたま会識で北九州の自宅へ つた折に本種に

気づいたのである。 この個体は体長7 mmの小型のもの
で長野県扉峠産のフタスジコ'マフカミキリと比較してみ
たが, 斑紋の変化以外, 体型的にも変わりないように思

えるo
本種の羽化した描枝は長さ7 cm, 直径1.7cmのもの
で, 中心部はキュウシュウトゲパが穿孔しており, 本種

は樹度下を食していた。脱出孔はキュウシュウトケ'バが
材の表面にほぼ円形の3 mm前後の飛孔をあけるのに対
し, 樹皮上に長径4 mm, 短径3 mmの精円形の飛孔を
あけていた。

なお, 付近のクロマツ太枝の樹度下よりナカパヤシモ

モブトカミキリ蛹3頭を採集して持ち帰り,  1 1 嘯

羽化, 他の l 頭は採集の際に傷つけ, 不完全羽化となっ

た。

対馬においてはキュウシュウトケ'バ・ ナカバヤシモモ

プトカミキリ2 種の記録は数例しかないので参考のため

記しておく。

< 記録>
1. キリシマコ'マフカ ミキリ

クロマッ枯枝: 22.  IV. l974, 対馬厳原
1 羽化 : 17. 11. l974, 北九州市小倉区

2. キュウシュウトゲバカ ミキリ

クロマツ枯枝(8幼虫) : 22.  IV. 1974, 対馬厳原

5 3 羽化 : 20.  V ~ 6 .  W. 1974,
北九州市小倉区

3.   ナカパヤシモモプトカミキリ

ク マツ太枝樹皮下より 3鋪 : 22.  「V. 1974,
対馬厳原

1 1 羽化,  1 不完全羽化 : 3 ~ 6 . 、 . 1974,

北九州市小ft 区

( 〒254 平塚市真土1781 - 1 (牌高田工業所lf ''素)

キンケチャイロカミキリ沖縄本島の記録

杉野 広

キンケチャイロカミキリ Asa-

perda bicostata HAYAsHIは,
従来, 屋久島・ トカラ列島・ 奄美

大島 ・ 徳之島 ・

、:l中?、r、良部島に産す
ることが知られていたが, 筆者は

沖繩本島での記録を得たので, 報

告しておく。

1 ex. , 国頭村辺野言-,
16. 「「. 1973, 杉野広一採集

7 exs. , 国頭村宜名真,
17.  「「. 1973, 杉野広一採集

いずれもァカメガシワに巻きっ

いたっる性植物のビー ティングに

よって得た。

(〒663 西宮市上大市.1 - 148)

ヒ トオピチピカ ミキリを山梨 大害藤で採集

武智 昭ー一

ヒトオビチビカミキリ Sybraunifasc1'at , FUJIMURA
は関東周辺においては, 奥日光・ 南アルプス・ 天城山よ

り記録されているが, 筆者は山梨県大 ｾ確山塊において

下記の通り採集したので報告する。

1 6 , 大蓄薩日川林道 (初鹿野~ 塩間),
29. . l974, 武智昭一採集

なお, 本種の同定および, 本,tへの報告を働められた
藤田宏氏に感謝する。

(〒l97 福生市福生1-)3 )- 9 - 506)

オキナワゴマフカミキリの宮古島の記録

高桑 正敏

先島諾島においてはオキナワコ' マフカ ミキリMesosa
picttpes GREss ITT は石垣島からのみ記録があり,
ssp yayeyamai とされている。筆者は宮古島において
本種を採集したので記録しておく。

2 , 宮古島友利, 14.  W. 1974
オオハマゴウの枯技をビー ティングして得た。

石垣島産のものと特に差異はないように思うが,  1
は上翅中央の白色帯がきわめてせばまるなどの特徴があ
るo

(〒235  横浜市金沢区六浦町3577)
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ケプカマルクピカミキリを

長野,ﾊ  戸台にて採集
川田 一之

ケブカマルクビカミキリ Atimia okayamensis HA-
YAsHIは1972年, 岡山県下における標本を基に記載され
たカミキリで, 現在まで同県以外の記録を聞かない。

筆者は岡山県よりかなり離れた長野県上伊那郡戸台で
本種を採集することができたので, その記録を報告して
おく。

1 , 長野県上伊那郡戸台, 2. W. 1974
岡山県下における本種が平地~低山で採集されている
のに対し, 同地戸台は南アルプス仙丈岳の登山口として

知られているようにかなりの深山で中山帯に属し, そう
いった点からも興味深いと思われる。

左 : 長野県i=i台産 右 : 岡山県産

採集した当時は分布が離れているこ と, および中山帶

で得られたことより,  日本産のもう1 種のAtimia, 東
京都下奥多 より記l校されたA fujimuraiとも患った
が, 岡山産のものと比較した結果, 何ら変わるところが
ないので本純と同定した。 本属の分類における大きなポ
イ ン トの一つとして, 上 の斑紋の差異があげられてい

るが (本個体は'f真の示す通りほぼ同様), 岡山のもの

を見比べていると, 斑紋の出方については個体により差

が少なくないようにl9えた。将来, 岡山県以外の各地の

ltim,aが多く採集されるようになり, その標本を比較

することによって本種とA f,‘J加ura, との関係 ' 分布
等の問題が解決されていくことを期待したい。
なお, i者の採集したものはつる性の植物の花 (サル
ナシ? ) をすくって得られた。 岡山における最初の個体
もコパノミツバツツジの花上で得られたものであったこ
とから, 本種の訪花性について興味をもち,  ビノキュラ

で「, ｪ山産の個体を調べてみたところ,  口器近くに花粉

の付着が認められるものを発見した。 岡山では, ネズミ

サシの衰弱木に集まる生態の発見により, 多く得られる
ようになってから, 訪花については偶然視されているよ
うであるが, 本種が花をすくって得られたことは, あな
がち, まったくの偶然とは言えないかもしれない。

末文ながら, 本文のために比較標本を見せて下さった
下村徹・ 深町宗通両氏, いろいろと御教示頂いた藤田宏
氏に御礼中し上げる。

参考文献

1)  青野孝昭・ 字野弘之- 重井博・ 脇本浩(1970): 岡山
県のカミキリムシ, すずむし Vol. 19, Nos. 1/2
2)  HAYAsHI, M. (1972): 日本およびその近隣の天牛
類の研究, XIf , 昆虫学評論 Vol. 24, Nos. 1/2
3)  中根猛彦 (1974): 日本の甲虫(8), 昆虫と自然 Vol.

9, No 6
4)  黒田祐一(1974): ケプカマルクビカミキリ, 昆虫と
自然 Vol. 9, No 8

(〒164  中野区束中野5 - 20 - 13)
福 集 後 記

0例によって, だいぶ遅れてしまいました。 しかし, 今
号は“反ヵミキリ”体制となり, 雑甲虫愛好家には喜ん

でいただけたと思います。

そうかと言って, カミキリをしいたげているのではあ

りません。 ついに第2 会誌登場. ' 一 近々 発行されるこ

の第2 会誌には, カミキリの記事で埋めつくされていま

す。 それにしても雑甲虫の投稿が少ないですネェ一。

ELYTRA次号は益本仁雄氏による台湾産葉虫類のリ
ストがトップ記事です。 ご期待を。

(高聚正敏 記)
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原 著

大平t二夫・ 楠井善久 (0HIRA, H. & KusuI, Y ) : 小笠原諸島のコメ ツキムシについて
(The Elaterid-beetles from the Bonins (Coleoptela))

小幡幸正 : オオシマセンチコガネ徳之島の記録

捕并善久: ァカマダラェンマコガネの採集記録

藤田 宏 : ムネァカチビナカポソタマムシの新分布記録2 例

藤田 宏 : 富士山で採集されたイガムツポシタマムシ

高桑正t改: 九州未記録のニセヒメハナノ ミ属2 種

木附嘉理: 関東地方におけるルイスクビナガハムシの採集例

深町宗通 : 与那国島でァメイロカミキリを採集

足立一夫 : 対馬でキリシマゴマフカミキリを採集

杉野広一 : キンケチャイロカミキリ沖細本島の記録

武智昭一 : ヒ トオビチビカミキリを山梨県大菩薩で採集

高桑正敏: オキナワゴマフカミキリの宮古島の記録

川田一之 : ケプカマルクビカ ミキリを長野県戸台で採集

17

22

23

5
5

5
5

2
2

2
2

6
6

6
2

2
2

27

27

27

27

28

編  集  後  記

E L YTR A Vol. 2, No 2   日 次

KUsAMA, K. (車間慶一) : Notes on the Longicorn Genus N,ecydalis, Homonym and
Synonym (ホソコパネカミキリ属の Homonym と Synonymについて)

深町宗通 (FuKAMAcHI, M. ) : 南西諸島におけるア トキリゴミムシ類の知見 (Notes on

Truncatipennis Group from Nansei Islands)

表 紙一ーーー一木村 欣二
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カ ミキ リ ムシ科の交尾器endopha11usについて
1.  ハナカ

、
、
、キリ亜科5 種の endophalius

窪木 幹夫

Notes on the endophallus in some1ongicorn beetles (Coleoptera: Cerambycidae)
1.  Five lepturine species

By Mik io K UBoK I
47 - l5, 0hara 1 chemo, Setagaya-ku. Tokyo 156

i の雄交尾器は分類学的見知から多くの研究者によ

って, その価値が重視されてきた。 SHARP and MUIR
( l912) は雄交尾器を用いて總 日の系統を考察してい

る。 JEANNEL and PAULIAN (1944) も目レベルの分類
に雄交尾器を重要な形質の1 つとして使用している。 カ

ミキリムシ科では EHARA(l954) が日本産101種の雄交
尾器を解剖し比較している。 その結果, 雄交尾器に基づ

く分類は従来のカミキリムシ科の分類体系と一致した。

さらに, ハナ カ ミ キ リ i科 Lepturinae,  カミキリ dE科
Cerambycinae,  フトカミキリ亜科Lamiinaeについて,
主な形質を比較検討し, 種, 属, ,種科の各レベルでの安
定性について考察している。 一方, 雄交尾器はこのよう

なhigher taxonの分類ばかりでなく,  近縁種間の区別
にも有効な場合があることは広く知られている。 しかし

ながら, カ ミキリムシ科で用いられている雄交尾器の特

徴の多くは median lobe や lateral lobes の形態だけで,
endopha11usについてはほとんど触れられていない。
EHARA も上記論文中でmedian lobe の中に隠されてい
る endophallus(=internal sac) を引き出して, その形態
を図示しているが, その詳細な検rl、tは興味があると指摘
しながらも特に行なっていない。 IsHIKAWA (1973) は

従来ほとんど用いられていなかった,  このendophallus
の形態からオサムシ(subtribe Carabina) の分類の再検討
を行なっている。そして, 反転されたendophallusの形
態はオサムシの属を区別するのに有力な特徴であると結

論している。

endophallus はその機能からみて交尾時には反転され,
雌のvagina内へ挿入される。  それゆえ,  反転された
endopha1lusの形態を調べることは,  単に分類学的な重

要性ばかりでなく, 機能的な面すなわち交尾行動との関
係からも重要と考えられる。 筆者はこのシリーズで主に

各種力ミキリの反転されたendopha11usの形態について
報告し, 若干の考察を加えていく予定である。なお, 分
類学的考察ならびに交尾行動との関連性については別論

文に譲りたい。

材料と方法

研究に用いたハナカミキリは, 1977月7 月20~25日,
長野県南安 .郡安 村島々谷の岩魚止小屋付近 (標高
1,200m) で採集し, 7500 アルコール中に保存したもので

ある。

Gaurotes doris (BATES) 2 exs.

Pl' doni'a e M is ( KRAATZ) 5 exs.

Pidont'a gra11atr i.t- (BATES) 3 exs.

Leptu,-a arcuata PANZER 2 eXS.

Leptta-a ooh,aceofasciata (MOTSCHULSKY) 3 eXs.

各個体から月?部が取り外され水酸化カリウム7 00溶液
で加熱処理された。 実体顕微下で解体され, median lobe
が取り出され, endopha11usが反転された。

結 果

図1 ~5 にハナカミキリ5 種のendophallus を示し
た。カミキリムシの雄交尾器は体長に比べて短かく,
endophallusが薄い膜質で細長く特に途中でくびれてい
る種などがあり, 反転は容易ではない。 それゆえ, 充分

に反転されなかったり, たとえ反転されても破損してし
まう場合が多い。 図示したものは, ejaculatory ductを目
印にして, ほぼ反転に成功したものであるg
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Figs. 1-5. The endophaIlus ful ly everted. d, di、,erticulum; f, flagellum; fs, falcate sclerite; m, median lobe.
1. GaM,-otes o,-1's (BATES) 2. Pl' don ia ebl'fjs ( KRAATz) 3. Pfdom'a g,-a afr1' f (BATES) 4. ePf!‘ra
a,・cuata PANZ;9R 5.  Leptu,-a oc/1,-aceofasctata (MOTSCHULSKY) . Scales: 0. 5 mm.
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カミキリムシ科の交尾器endopha1lus について

endophallus は薄い膜質で自色かほとんど通i明で,  淡
黄構色を帯びる極もある。 反転された endophallus の表

面には, その種に特有の構造が認められるばかりか, 充

分に拡げられたB英質部もその種に特定の形態を持つこと
が明らかになった。 しかしながら, endopha11usの表面
の付属物には特別な名称はほとんど与えられていない

(L INDRoTH and PALMEN, 1970)。 それゆえ,  本報 t
ではなるべく  -般的な表現にとどめ特定の名称は使用し
ない。 ただし, endophallus の基部近くに位l置 する-一対
の銀型の節JI一部には falcate scleriteの名称を使用した。
カラカネハナカミキリのendophallusはmedian lobe
の実長 (2.3 mm) の約2.41、である (図1 )。 falcate scle-
rite は側方に位置し, l f面に -対の小さな節JI一化した部
分が認められるが,  この付近にはほかに節Jl- 化した部分

はない。 median lobe と falcate scleriteの間のa英質部は
iかく, 順面は限み,  'i、i面には 1 対の実出部を持つ。

cndopha11usは微小な実起 (150 af'f程度の顕徴鏡で確認で
きる) に覆われるがほとんど透明で, ほぼ中央部の腹面

と背面が密な毛で覆われる。 先端部は大きく拡がりほぼ

球形の薄い膜質で, 細毛に覆われ特に基部は密である。

チャイロヒメハナカミキリの endophallusはmedian
lobeの実長(2.3 mm) と等長かやや長い (図2 )。 falcate
sclerite は1度面側方に位置し,  この付近にはほかに節JIL
化した部分はない。 endopha11usは前半部の服面と背面
に微小なウ一起と毛をわずかに備えるが, ほとんど通明で

内側の長いdi、・erticulumが通けて見える。先端の膜質部
は2 , 3 の集ll状の実出部を持ち,  背面には節J1-化した
小片を備え, 先端には1 対のfﾎ,J爪状の角状実起を持つ。

オ オ ヒ メ ハナカ ミキ リ の endopha1lus は median lobe
の実長(2.5 mm )の約1.4fａEで �る(図3 ) B falca te scler
は腹面側方に位置し,  この付近にはほかに節片化した部

分はなく , わずかに背面にやや節片化した膜質部が認め

られる。 falcate scleriteの内側には,  こ vLに対応するよ
うに, やや節片化した実出部を持つが色はほとんど通明

である。 median lobe の先端と falcate sclerite の間のll実
質部はall 面が限らみ, 背面にt- 円形の実出部を備える。
endophallusはBi面と i'i面が密な細毛で種1-).い る。  先端
の膜質部は2 , 3 の集片状の実出部を持ち,  背面には節
J1-化した小月一を備える。 内側のdi、,erticulum はpulかい。
ャ ッポシハナカ ミ キ リ の endopha11usはmedian lobe
の実長 (3.6mm)  の約2.7 信・ である (図・1 )。 fat・ate
scleriteは側方に位lT  し,  強く節 llし化し,  先端は鋭く尖
り, 基部付近には falcate scleriteの内側に対応するよう
に円形の褐色の実出部を備え, 背面にも1 対の節l l- 化し

た実出部を持つ。 median lobeの先端と falcate scleri te

の間の8英質部は比較的長く, 節片化した部分や実出部を

持たない。 endophallus は極めて細かい毛や実起で覆わ
れ淡111褐色を する。 falcate scleriteの前方には l 列10
から15個からなる 4 列の節片化した円錐形の実起があ

る。 endopha1lusの前半分は2 カ所で拡がっており,  そ
の先には細い膜質部が統き gonopore と なってお り
flagellum が出ている。
ョ ツ ス ジ ハナカ ミ キ リ の endophallus は median lobe

の実長(6.2 mm) の約2.7f'fである(図5 )。 falcate sclerite
はよく発達し, 先端はやや節片化した解i質部があり,  1
対の falcate scleriteは渡面で続いているよ・)に見える。

、

・
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,

、

-
,
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-
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-

.

Figs 6-7.  Mating pair: Nakanea oicaria (BATES) (6)  and Gaurotes doris (BATES)  (7)・ 6, T1、e
hindlegs of male are stretched. 7, The hindlegs of male are bent under the abdomen of female. A rrows
show the e、,erted endopha11us of male.
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falcate sclerite の内側には, これに対応するように強く
節片化した半円形の実出部がある。  median lobe の先端
と falcate leriteの間の膜質部は比較的長く, 節片化し

た部分や実出部を持たない。 endopha1lusの背面は細毛
で, 腹面は小さな実起で覆われ, 先端近くでくびれ, 先

端は2 つに分かれ,  一方は密な毛に われ,  他方は

gonopore で flagellumが出ている。

考 察

RICHARDS(l927) は雄と雌の交尾姿勢を次の5 つの

タイプに分けている。 すなわち,  それらは male above,
false male above, female above, venter to venter そして
end to end positionsである。 交尾は雄の精子を確実に
雌の受精褒へ送り込むことにより成し遂げられる。この

ためには離と雌とがしっかり結合する必要がある。 male
above, false male above, female aboveそして ven ter to

venter positionsの交尾姿勢では雄もしくは雌の脚が結
合に重要な役割を果す。 end to end positionのそれでは
腹部末端節の一部が変形した sclerite が雄と雌との結合

に重要である (KHALIFA, 1950)。  カミキリムシの交尾

姿勢は他の多くの甲虫類と同様にmale above position
で, 雄が脚で雌をしっかりっかみながら交尾が進行す

る。 それゆえ, 腹部末端節に雄と雄の連結のための特別

な構造はない。フタスジハナカミキリ Naka,tea vicaria
(BATES) では雄の前脚と中脚が雌をつかむのに用いら

れる(図6 )。一方, カラカネハナカミキリでは後脚も使

用されている(図7 )。 図6 , 7 から明らかなように, 交尾

中に雌交尾器内に挿入される雌交尾器の一部で median
lobeは雌交尾器内に挿入されていない。 endopha1lus と
その表面の付属物と 、・agina が,  い.bゆる鍵と鍵穴の関
係にあることはオサムシで報告されている (1sHIKAwA,
1973)。

カミキリムシの交尾行動は様々 で個 の々種に特有な様

式が観察されている (MIcHELsEN, 1962)。 種の認知は

一速の交尾行動を通して段階的になされていくもので,
endophallusと、・aginaの形態の一致は雄の精子を確実に
受精藝へ送り込むための構造と考えられる。

反転されたendopha11usの表面には, いろいろな付属
物があり, 交尾中にendophallusが雌交一器内で国定さ
れるのに役立ち (L INDoROTH and PALMEN, 1970),
精子を受精愛へ送り込む役割を果していると考えられ

る。 endophaMusの基部近くにみられる 1 対の falcate
sclerite は, その内側に節片化した実出部が認められる

種があり,  この間に陸交尾器の一部をはさみこんだり,
ひっかけたりするものと思われる。 これらの付属物は個

々の種に特徴的な形態を持っており, 個体変異もほとん

ど認められなかった。 LINDRoTH and PALMEN (前出)
も endopha1lusの付属物は個々 の種に特有な形態を示
し, 種レベルの分類に大変有効であると指摘している。

今回報告したのは5 種と種類が少ないが, Pido,ua属の
2 種 debais, gra11att-i◆r や Leptura 属の2 種 oc r a ce o -

fasc,ata, arcuataを比較すると, 同属内の2 種は明瞭に

区別できる。 しかし,  これら2 種よりさらに近縁な種,
たとえば姉妹種とよばれるような種間については未調査

である。また, Pido,,Ia属の2 種が endophallus の先端
に小節片やdiverticulumを持つ点, Leptura属の2 種の
endopha11usが比較的長く, よく発達した falcate sclerite
を持ち, endophallusの先端に節片化した flagellumを持
つ点など, 属内での共通性もみい出せる。

行動は形態に制約されるもので, 構造と機能は密接に

関係しあっているものである。 反転された各種ハナカミ

キリのendopha1lusの形態を比較することは, 単に分類
学的興味ばかりでなく , その構造がいかなる機能を持つ

か, すなわち一速の交尾を遂行する時にどのような役割

を演ずるのかについても考えなければならない。
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Summary
1. In this paper I have described the endopha11us of the male genitalia of 5 species belonging to

t he cerambycid subfamily Lepturinae.
2. The ever ted endopha11us is often furnished with the di verse sclerotized ar matu res ; sclerjtes,

spines, denticles, hairs, scales, papillae, etc.
3. The taxonomic value of t he st r uc t u r e of endopha11us is pointed. These armatures show a

high degree of stability within the species.
4. T he re lat io n bet ween the courtship behavior and the s tr uc ture of endopha11us is discussed

briefly. A part of everted endopha11us is inserted into the vagina of female at copulatjon.
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東京大学農学部附属北海道演習林 (麓郷地区)の
訪花性力ミキリムシに関する一資料

神田 英治

A record of Anthophjlous Cerambycidae in the Hokkaido Experimental Forest
(Rokugo Area), the Faculty of Agriculture, Tokyo University

(Coleoptera: Cerambycidae)
By Eizi KANDA

Koganej Komujn Jtjtaku26-48, Nukui-kitamachi, 3-2, Koganei City, Tok、c ts4, Japan

はじめに

者は, リfe性ヵ ミキリムシの各々 の種が碎集・ 個体
レベルで地域のaf l物の花  を時間的,  空間的にどのよう
に利用しているのか,  また,-f,花性と開花械物をとりまく
環境 (特に l生とill'i物最観) との関係についてどうか,
調査研究を行なってきている。 し力し, 北海適における

ll方イll性ヵミキリムシの生態に関する研究は, 青山(1969),
佐 木々(1978)の報 l以外ほとんど知られていない。 そこ

で調査データは古いが, -時期の開イe植物花上に集まる
Jif f性ヵミキリムシについて, またそれをとりまく環境

について調査したのでここに報告しておきたい。

なお, 文献・ 資料等をll易わった北海道釧路束高校・ 目

山f真一 ,  また調査のための便aを計られた富良野市立
施郷中学校・ イ111 {和  - it-  に感 ,謝の意を表する。

調査地および方法

( 1 )  調 f l地域の 要

調fl地域は,  北1111通のほぼ中央部,  大11山国立公園
のl - ?券l [1 系に隣接する東111大学1??学部附属,1ヒ海道演習林
(総面積23, ・1:20 ha) の範郷地区である (図 l )。

i1fi生はほぼ,lll寒特・系に属し, lift直分布は下部ではシラ
カンバ, ハンノキ類とァカトドマツ, エソ'マツとの針広
混交林が発達している。 上部ではシラカンバに変わって
ダケカンバが, そしてァカエソ'マツが見られる。
調査地は, 富良野Illから麓郷市ifiに l るほぼ中間か施

郷寄りの所で, 標高は約300m内外, 布部川に並行した

道路沿いである (図1 , A・ B )。

(2 )  調査地のaf l物最観と植生
調査地点の械物最観及び植生は図2 , 3 のとおりであ

る。なお環境区分は値物 '''-観と1111生により神田 (1979)
を参考に区分した。

a . A地点
同辺はェソマツ林の l4:t地で, その林床一には ョモギ

類, イネ科, カヤッリグサ科等の11本類が繁茂し, その
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図1   調査地域
〔Fig.1. Area su_r、,eyed〕
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H
S

口
願

Hydrangea pan i cu l a ta

So:rb a r i a ste11 i p i l a

ノ リウツギ Q・ : Quercus mongo l i ca v a r . grosses rrata
ミズー1ーラ

ホザキーJ -J一カマ ド Pp・ : Popu lus max imow i c z i i ド ロ ノ :ヤ

^ . : Ab les sacha l i nens j s アカ ト1、マツ Il・ : Re t u la pl at yphy l ia v a r ・ japon ica
p. : picea j ezoens is エゾマ ツ シラカンパ

P t ・ : 「'c t as i tes japon icus subsp.  gi gan teus アキタブ ;t,-

図2 , 3   調査地の植物景観
〔Fig 2,3.  Ph、siognomica1 vie、vs of two stations (profile diagram and vegetation ma p - groundflora not to scale).〕

エゾマツ林の林緑部にノリウッギが散在している (図
2 )。
環境は半開放的環境 (semi-open land)。
b .  B地点
シラカンパ, ハンノキ類とァカ ト ドマツ, エゾマツと

の針広混交林が在り, その林下にホザキナナカマドが群

生し地面を t  している B  その周辺はアキタブ L,   
キ'類,  アザミ類, ササ等が生い茂っている (図3 )。
環境は開鎖的環境 (closed land) である。

(3 )  調査日時および方法

調査日時は表1 に,J してある。 調査はおよそ連統2 時

間サンプリングとした。

表1   調査日時および天候
〔Table t. Survey date, time and weather〕

び, 直径42cmのネット 1 本をかぶせ・ ゆすり網法によ

り行なった。

結果と考察

( 1 )  種類構成と群集構造

a . 種類構成

各調査地の開花植物ごとに採集されたカミキリムシの

種類と個体数は表2 に示した。

A地点のホザキナナカマド (So,-ba,-ia steuipila) で

は,  ツヤケシハナ1)12個体 (30.8%), ホクチチビハナ8
個体(20.5%),  カラカネハナ5 個体(17.2%),  クロサワ

ヘリグロ、ナ4 個体(13.goo)など計7 属8 種39個体が採
集された。

B地点のノリウッギ (Hydra,tgea pant'ct‘lata) の8 月

17 日(天候 : り)では,  ヨツスジハナ23個体 (57.500),
フタスジハナ6 個体 (15.0%), アカハナ 4 個体 (10.0
00) など計7 属7 種40個体が採集され,  ヨツスジハナが
個体数において全体の過、準数以上をr_tiめている。 同月19

Survey po ints Da t e T i me Wea t he r

A
B

2 2 , l 976
17/Ill,1976
19 . l 976

1 0 :3 0 -12 二30
11 : 00 - l 3 : 00
10 : 00 -12 :0 0

(

( )

採集はほぼ一定の面積範囲を占める開花械物の辞落を 1)  和名の “ー一ヵミキリ” は省略, 学名との対照は表

単位として, 花は系i裂開中で花勢の良い状態のものを選 2 を参照のこと。
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表2 採集されたカ ミキリムシの種類と個体数
〔Table 2. List of collected species and the number of individuals〕

Spec ies
t e 22/w 1976 17 - 76 19 - 976 TF b - , - - Ota1 (/' )

J aDan e s e n a n e
' es S・ H・ H ・

Leptur i nae
1) Gaurotes dor is
2) Pidonia amentata
3) A1osterna tabacico1or
4) Gorymbia succedanea
5) Corymbia var i icornis
6) Marthaleptura scotodes
7) Judol ia cometes
8) Eust rangal is ant icereduotus
g) Leptura och r aoeo f asc i at a

10) Leptura a r c u a t a

11 ) Pedost rangal is femoral is
12) Nakanea vicar ia

C erambyc i nae
13) Leont ium vi r ide
14) Cyrtoclytus caproides
15) Chlorophorus japonicus
16) Ch1orophon1.s xeniscus
17 1 !-';・r1ic l v t u, e x o u l t u o

力ラカネハナカミキリ 5 0 0 5f3・6jセスジヒ メハナカミキリ 3 0 0 3 2 ' 1
ホクチチビハナカ ミキリ 8 0 0 8 5・7
アカハナカミ キリ 0 4 5 9 6・4
プチヒゲハナカ ミキリ 0 1 0 1( 0'7)
ツヤケシハナカミキリ 12 2 0 14(10・9)
マルガタハナカミキリ 0 3 8 11( 7・ jクロサワヘリグロハー iカ ミキリ 4 0 0 ( 言'a)ヨ ツ スジ ハナカ ミ キ リ 3 23 30 5 (4 ・
ヤツポシハナカミキリ 3 0 1 4( 2・9)
力タキハーJ-力ミキリ 1 0 0 1( 0'7)
フタ スジハーJ-力ミキリ 0 6 5 11( 7'9)

ミ ド リカ ミキリ 0 0 2 2( 1'4)
キスジ トラカミキリ 0 0 2 2( 1・4)
エグリ トラカ ミキリ 0 0 4 4( 2・9)
ホ ソ ト 力ミキリ 0 0 1 1( ;・7)
ソ ロ トーー:; i.Jミ .;t一り 0 1 3 /l( -・9)

To t a l

S . : Sorbar ia s te11 ip i l a ホザキーJ- :1-力マ l
H・  : 量ydr 里 :ea:rncu l at a ノ リウッ・:ll二

日 (天候 : 暗れ) ではョツスジハナ30個体(49.2°o), マ

ルガタハナ8個体(13. 1%), アカハナ, フタスジハナ各

5 個体 (8.2%) など計8 属10種61個体が採集された。 種

数においては,  トラカミキリ族 (Clytini) が4 稱採集さ

れ, 個体数ではョツスジハナが全体の過半数近くを占め

ているo
それぞれの結果を総合してみると, 計14属17種 140個
体が採集され,  7 月22 日のホザキナナカマ ド花上では比

較的小型種が多く,  8 月17, 19 日のノリウッギ花上では

中, 大型種の割合が多い。すなわち盛要期には小・ 中型

極が, 晩要期には大型極というような出現最盛期に差が
あるものと思われる。 また8 月17日と19日のノリウッキ'
花上では, 19日にトラカミキリ族数種が若平ではあるが
採集さ iしている。 このことは気象条作 (特に日照条件)
の差によるものと思われる。 なお, ホザキナナカマド花

上において, 北海道内でも余り採集例の少ないクロサワ

ヘリグロハナがまとまって採集された。

b . 碎集構造

'幸者は,  訪花性力ミキリムシの群集について元村

(1932) の等比級数則および加藤ら(1952) の百分率法によ

り比較検討をしてみた (図4 , A ~ F )。
等比紙数則は, 排集の種類組成とその複雑さを知る上

で使利な方法で, すなわち a値 (lt ii き) が大ほど19t集は
単純化, 小ほど複雑化の傾向を, i、す。 それぞれのa値と
回;f'式の結果は図4 , A ~ Cである。

39 40 61 140(100・o

ホザキナナカマド花上 (7 月22日)
y =1.21 - 0.15.1 a =0. 15

ノリウッギ花上 ( 8月17日)
y =1.41 - 0.24 f a = 0. 24

ノリウッギーイe上 (8 月19日)
y =1.31 - 0.15a ,a = 0. 15

ホザキナナカマド花上(図4 , A) および8 月19 日の

ノ リウッギ花上 (図4 , C ) は, 共に鮮集は複雑化してお

り,  8 月17日のノリウッギ花上 (図4 , B) においては群

集は単純化の傾向を示している。

百分率法における群集の解析は,  図4 , D ~ Fに示し
たとおりである。 すなわち, 開花植物への総飛来数に対

する各種の飛来数の割合を百分率法の信頼限界 ( この場

合は危険率5 %) で算出し, 開花械物ごとに図示してあ

る。各図の 直の破線は, 採集されたカ ミキリムシ各種

が花上に同頻度で飛来したものと仮定しての各種の平均

飛来率を示したものである。 また, 上, 下信頼限界のパ

の中央のi産線は百分率を示した。 なお, 実際の図示の

方法や計算には, 坂上ら (1974) と佐久間 (1964) の近似

式を用いた。

ホザキナナカマド花上 (図4 , D ) においては,  ツヤケ

シハナがわずかに優占しているものの, 信頼幅が互いに

重なっており, 種間の差は認められない。 8 月17日ノリ
ウッギ花上 (図4 , E ) においては, 信績幅が広いものの

ョツスジハナ l 種による優占が認められ, 同l 9日 (図
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図4 各調査地ごとに, ｱ花したカミキリ �シの等 数則による許一集の形態( A ~C) と百分率法に
よる許集解析(危険率5°o,  D ~ F)

〔Fjg4 Forms of cerambycid associations she、vn b、・ the geometrical progression method (A-C),
and structure anal、ses of cerambycid associations on flowers b、 the occurrence p「obabilit、
moth()d on the level of 95 per cent confidence (D-F). Broken l ine she、vs the ave「a9C
coeflj jcjent and short vertical line on each 1、orizontal bar she、、's the Pc「Centa9e.〕
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4 , F ) においてもョツスジハナの優占が認められる。

l f山 (1969) は,  7 月下Ill知床、?島羅Fi liiにおいて約7
極の開花 物花上より l7 のハナカ ミキリを採集し, そ

の内個体数ではョツスジハナが最も多く , 他に中・ 大型

利iの全体に占める割合が高いことを報告されている。 こ

のことは小型極と大型 l とでは出現最盛期に差はあるも

のの, 両地域に共通してョツスジハナの発生個体数が多

いように思われる。おそらく間辺部の森林械生 (特に幼
虫の食樹となる寄_ti械物=エゾマツ他) と関係があると

思わオt る。
神田 (1979) は, 奥日光において, 一期の隣接する地

No 2 (Jun. 1980)

域内に - く開花械物花上の 花性ヵミキリムシ 集の解

析を行ない, その結果, 器集変動の要因として森林抽生

( 寄:i三械物や訪花械物を含めた ] i生状態,  植物景観=  械
生の階層構造など) によるちがい, 種のaリイe選好性 (イ
への利用を主とする) や環境への選択性によるちがい,
カミキリムシ種間の活動照度域のちがいと気象条件など

を指摘したが, 今回はそれらについては l-分解明するこ
とはできなかった。

最後にこの調i i中, 適路を飛期中のハンノアオカミキ
リ (Eutet,・apha chrysocli1oris) l ex. を採集したので合
わせて報告しておく。
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Summary

The species composition and s t r uc t u r e of cerambycid associations on flowers  in relat ion t o

vegetation types w e r e observed at Hokkaido Experiment Forests (Rokugo Area) the Faculty of
Agriculture, Tokyo University, Hokkaido (Furano City), on the 22th of  July,  17th and 19th of
August, 1976. A total of 140 individuals belonging to t7 species i n 14 genera w er e co llected at

t wo points in t he surveyed a r e a (table 2). The st r uc t u r e of cerambycid associations o n flowers

of two plant species were analyzed by means of the occurrence probability method (KAT0 et al.,
1952) and geometrical probability method (MoTOMURA, 1932), and the differences between them

w e r e discussed.

<‘1J正> 表, 図中のッヤケシハナカ ミキ リの学名の属名 Marut/laleptura は Anastrangalia の・t1; り。
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Descript ion of a New Species of Clyt ini from
Tot tor i Prefect ure (Cerambycidae)

By J i ro K oMIYA

Takanawa 4-19-9, Minato-ku, Tok、o Prof. ] 09

.島取県におけるトラカミキリ族の1 新柾

小宮 次郎

CI; r tod1,t us mont ica l i isus sp nov. (Fig. A)
(Japanese name Akane.kisuji-torakamikiri)

Female: Integument largely black to bro、vn; basal halves of antsnnae, mouthparts, legs excepting
apical hat、,es of femora, median part of pronotum, basal and

/ l

F ig. A (;ll ,r tocl1;加s mon t i ca l t isus
sp nov. (holotype)

1at i ro-apical parts of elytra brownish. Head black; clothed
with ye11o、v pubesctnce o n each side of frons and upper

post-genae, thin grayish hairs on the other parts. Prothorax

black, reddish bro、vn o n cent ral area, with thin brownish
ha irs on disc and a thin line of yellow pubescence on  each

side of basal margin. Scutel lum with yello、、, pubescence
o n apical 1/2.

Each elytron larg ly black, reddish brown at n ea r base,
near apex and about apical  3/4 of lateral margin;  basal
redd ish brown a r - a forming a n indistinct broad band just
behind basa l margin; th is band n a r r o、、, e r n e a r sut ure and

t) coming broader towards lateral margin, constricted a t

cent ral subconcaved area, not r・。aching real suture nor  real

]at tra1 margin; elytron also 、、 1th 2 yellow pubescent bands

- a n a r r o w si nuat- oblique band near basal t /3 and another

broad-r one at about apical  1/3;  black portions  of  elytron
wi th thin grayish 、l,b i te pubescence. Apical  half of  5th

abdominal tergite、、,hich proj_cting beyond elytral apex and

visible in dorsal v ie、v f urnished 、、, i th ye1lo、v pubescence.
Ventral sur face of body black,  with yellow pubescence o n
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post margins of mesepimerae and each post-lateral portion of 1st and2nd abdominal sternites. Body
largely clothed with long erect whitish hairs, longer on tibiae, denser o n head, lateral sides of

pronotum a nd ventral surface, shorter and sparser on prothorax, almost omitted onblack or ye11ow
portions of elytra whi le well observed o n reddish brown a r e a .

Head with close punctures; vertex with c o a r s e punctures whi ch of ten accompanied 、v i th g ra-

nules. Antennae about 3/5 as long as elytra,  slightly thickened distally; relative length of each

segments as follows - 1 6 : 1.0: 2.1 :1.8 : 1.5 : 1.4 : 1.3 : 1.0: 0.9 : 0.8 : 1.2;  pedicels shal1o、vly
and sparsely punctured. P ronotum strongly convex, highest behind center, about as long as wide,
m or e strongly nar rowed basally, with a slight constr iction near basal margin, entirely covered wi th

minute granules which connected t o each other making reticu lat ion at cent ral dense a r ea.

Scutellum slightly broader than long, almost hemicircular, faintly concave. Elytra hemicylindica1,
parallel sided at basal 3/4 then moderately nar rowed towards apices, separately rounded apically,
closely finely punctured and with a pair of shallow concavities at just behind humeri. Metasternum
with dense punctures. Abdominal segments with sparse and shal low punctures.  Posterior femorae

not quite reaching elytra1 apices. Fi rst hind tarsal segment about 1 6 tjmes as long as fo11owjng2
segments combined.

Male: Similar to female in general yet body a little slenderer than female, elytra distinctly
narrowed behind humeri and moderately attenuating at apical halves. Femora strongly clavate.

Length:   male, 10. 5 mm female, 11. 5~14. 5 mm
Type-ser ies: Holotype; , Mt. Takahachi-yama Tottori-Pref 28, April, 1979, 0. YAMAJI.1eg.

(in Col. Nat. Sci. Mus.  Tokyo) Paratype;  1 , t he s a m e locality and the s a m e date a s the

Holotype, S. NASU leg. Every t ypes were found in dead branches of Ce11is J'essoensis KoIDz.
This new species is closely allied to C. cat)rotdes (BATES) but it differs  from the latter j n

having following characteristics -1) basal 、vhite band of elytra absent,  2)  1st  yellow band  of

elytra at basal t / 3 (not 2/5as in cat)rot'dos) s lender and sinuate, 3) apical yellow band of elytra
slender a nd becoming narro、ver near lateral margins, 4) yellow pubescent area of each post_lateral
portion of 1st and 2nd abdominal segments separated at m idd le.

This new species also dif fers f rom C. ,,1ult1'zo;111s GREssITT, another affiant of  i t from SE.
China by i ts ye1lo、v pubescent scutellum, not X-shaped brownish area of elytra,  yellow pubescent
5th abdominal tergite etc.

Acknowledgment

The author、vishesto express his gratitude to Messrs. 0. YAMAJI and S. NAsU who originally
discovered this ne、v species and kindly deposited t heir valuable specjmens to hjm.
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A New Longicorn-Beet le Related to M◆lo1orcfms ntz'nor
(LINNE) from Central Japan (Cerambycidae)

By Masatoshi TAKAKUwA* and Kiyohiko IKEDA**

* 「、1utsuura 3-16-9, Kanaza、va-ku, Yokohama Cit、 236
** Del:11artment of Biology, Yamanashi Uni、,ersit、, Takeda・i-・i -37, Kofu City 400

中央日本におけるシラホシヒケ'ナガコバネカミキリに近似の1 新極

高集正敏・ 池田清彦

Mole,c/1us ,,jt',for (LINNE) is a cerambycid beet le 、idely distributed in the Palearctic Region, and
jn Japan, has been k nown f rom Hokkaido and Honshu. Though all the specimens from Honshu have

hjtherto been treated as subsp fuse s HAYAsHI, our detailed in、'estigation re、'ealed t1、at they i nclude

t、ve djfferent species. Needles to say, one of them is M 'nt'nor fuscus HAYASHI but the othe「 one

is a no、v species to be described in this paper.

Mlotorchu,s pin,i1oora sp n o v .

(Figs. 1・A, 2・ Ia,  lb)

Male Body black; mouth_parts except for apical halves of mandibles, anten nae, basal t、ve -

thirds of elytra and legs except for corpulent parts of all femora reddish bro、vn t o blackish 「ed;

a pajr of obljque car i nae behind middle of elytra pale ivory-yellow.

Head clothed wjth long, erect, yellow pubescence. Antennal segments 1st to 6th with Ion9,

erect, golden_yellow hairs which gradually become sparser towards 6th; 7th to term inal Se9mentS

each 、vjth a pajr of long haj rs or none. Pronotum rather sparsely clothed wi th Ion9, e 「eCt o 「

suberect, golden_yellow pubescence; disc densely clothed with white pubescence behind anteriO「

margjn and just before base, the for m er of  、vhich disappears a t middle. Scute ll um densely

clothed wjth whjtjsh pubescence. Elytra somewhat sparsely clothed with golden-yellow Pubescence;
basal halves very sparsely wjth long, erect, golden-yellow hairs. Underside of t horax Spa「Sely

clothed with long, erect , whjtish pubescence; m et as te r n u m rather densely clothed With She「t,

whitish yellow pubescence; apical parts of m e s o - and metepimera densely clothed、vith whitish

pubescence. Abdomen sparsely clothed with long, semi-erect, whitish pubescence o n anterior Pa「t,

and long, semj_erect, golden-yello、v o n e o n posterior part; apical part of each sternite except  fo「
- 35 -
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5th segment densely clothed with white pubescence, which disappears a t each middle・ Le9S

pubescent, slightly sparser than i n M. , 'f iner .

Frons densely punctate, but irregularly punctate o r irregularly r ugose o n fo「ehead; Ve「 fo x

longjtudina11y r ugose with sparse punct ures. A ntennae 12-segmented, thicker than in M・ mine「,

less than t w jce as long as body; relative lengths of antennal segments more o r less Va「iable, in

holotype as fol lows: 0.7-1 : 0.20 : 1.39 : 1.29 : 1.48 : 1.26 : 1.16 : 1.13 : 1・10: 1・00: 1・00: 1-06;
s ca pe t he thjckest, each of 2nd t o 6th segments cylindrical with apex more or less CO「Pulent, each
of 7th t o 11th segments cylindrical, terminal segment arcuate. P ronot um wider than head, about

1.3-1.4 tjmes as long as wjde, widest a little behind middle; sides usually subpara11el  f「om a pe x

t o apjca1 one_fjfth or two_fjfths, rounded or obtusely angulate near middle, constricted bete「e base;

djsc somewhat depressed, rather irregularly, coarsely, and densely punctate or more o「 less Ion91-

tudinally rugos_, excepting a pair of vagui callosit ies on apical one-thi rd where the Ion9itudinal

rugosjty js v r y fine. Scutel lum tongue-shaped, longer than wide. Elytra wider than PrOthO「ax,

not attaining to apical margin of 1st abdominal segment, about 1 25-1.4 times as Ion9 as  Wide,

about 12-1.4 tjmes as long as prothorax, widest near base;  humeral angles  rounded,  p「ojeCtin9
forewards; sjdes subparallel from base to apical two-fifths, then slightly narrowed towards  apex;

d jsc uneven, coarsely and deeply punctate, though hardly punctured o n a pair of oblique car inae

b- h jnd mjddle; apex separately rounded. Abdominal sternites very feebly and transversely rugu1ose,
and shallowly and sparsely punctate; 3rd ster ni te broadest, about 1. 2 t imes a s wide as apical

margin of 1st, about 2.2 times as wide as apical margin of 5th; 5th sternite with a weak Ion91-

、.
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F ig. l Male genital ia

A: Mo1orchus pi,tit,era sp no、・.,  B: M ,n ino,- (L INNE) from Hokkaido, a: penis, a ' : di t to ( lateral view)

b: tegmen, b': ditto (lateral view) (scale: 0. 5mm)
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A New LongjcomBeetle Related to Mo1orchus minor (LINNE) from Central Jlapan(Ice「ambyCidae)

I a

2 c

l b

一

2d

一

、

、

2 a

2 b

Fig. 2
Ia. Mo1orchus ptnt・f ora sp nov. , (holotype) l b ditto, 2a. Motorcht‘s nu'tor LINNE, (Hokkaido)

2b. djtto, (Japanese Northern Al ) 2c. ditto, (Japanese Southern Alps) 2d. ditto, (Japanese
Southern Alps)
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摘 要

本州産の力 ミキリムシ科の1 新?重Motor(・hus pini,,era
T AK AKU WA et IKEDA, sp nov . (オニ ヒケーナ力'コバネ

カ ミキリ ) を記般した。 このf重はシラホシヒケ'ナガコパ
ネカミキリ M mine, (L INNE) によく似るが,  はるか

に頭鐵な体つきと, 上地の斜紋の1tfl きの差とから区別は

難しくない。 現在までのと、二ろ, 島県南会li tと長野県
下伊那部J-'-台の2 ケ所のみから知ら i ,  アカ ツと ヒ メ

コマツのケンタ材からよく採集さ;iしる他, モミ の 1 ?l

の伐採木からも見出される。

なお, 後記として次の点を補足しておいた。

l ) この仲間の属名は,  ダイブ種の指定の間題をめく'
って Mo1ot-chus FAB RIc IU s を用いるか Necydal is
LINNE を用いるか意見が分れているが,  ここでは通常

使用されている前者を採用しておいた。 Motorchusはま
た, いくつかの,lll属が提 されているが, その の取

扱いをめく- っても不確かなままであるため,  ここでは1111
属を採用しなかった。

2) また, シラホシヒケーナ力' コバネカ ミキリ について

は北海通産の 体のll極名は subsp fuscus H A YA s HI

を用いるのが要:当と思われる ( ただし,  この,Ill極と原,HI
とは上i型の色彩のわずかな しかない)。
3) 南アルプス産の個体は, の触角が12 節なことか

ら, 北アルプス上高地 (subsp fuscusの原産地) 産や北
海通産, 大陸産のものとは明らかに異なっている。

4) 鹿児島In城山からはHAYAsHI (1956) による原!Ill
の記録があるが, この種の分イ11状態から判断すればそ
の地に産することは考えにくいので, 第二の記録がなさ

れるまでは,  この種の分イllから九州を除外しておくべき
である。

より高度な蒐集 ・ 研究は文献から ./
フランス版 昆虫分類図説 ( 甲虫篇)

lCONOGRAPHIE ENTOMOLOGIQUE - Coleopteres -

A 4 版 1;1・、r  2 ,900 (〒160)
1 : C A I・t A B [ I ).・、l・: Ch r.、・、,) (・a r al lu.、 aur ,ni t ,・n_、( l l .、・ .1. I )a r l la ud ). - 1977 - 6 p it. 2 (・ , ll lur ll l、、.
2 : CARAt川 )、l・: Ch r.、・s ,caral lus ruti lans. l l i、・ .1. I)a rnaud. l、l l (,cuml,l・r r_、・, l u ilan(・). - 1978 - 9 I'p.

2 e , Iour pIs
3 : CAI・t ^ f i l l )^ l : Ch r.、・s l (・aral lus au r o ni t t, nsl l i、 l )a rnaud. l .,,(・uml e r r.、・ ・ I ; lan d . - 1978 - 9 pl, . 2 c o l u u r

PIS.
4 : C A I・t A t川 ) 、l・: Ch r、・sit (・a r ab u s(I ll ( r il l i_、・ l)arnaud, 1.(・(・umll,, r r.、・ ・ l ;l ane ). - 1978- 101,p. 2 c l out' l, l .

5 :CAltAl iI l)AI・: Copt )lal1rusl l i.、- l)arnaud. I ,,・(・umberr_、・ & l i lan c) - 1978- 8 pp 2 (・ , lou r Ill s.
6 : CI・.T ()1、: l l l )、l・: - l・au ne de l・' r anc e - ( l l、・ l )a rnaud, 1.(・(・un、I,e r r.、・ ,.,1Si B l al lc1 - 1978 - 10pp. 2 c l、ou r p l .

7 : CAI・tAl i l l )^ I・: Ch r.、・s carat us l in(・atus(11.、- l )arnaud. 1.(,cuml:l(、r r.、- ・S,1iIanc1 -1979 - 101,p. 2 c ol fu r Il l :,,.
8 : (;Al t ^ l ;l l )Al・. 1、1t g ,dontus purpurasc(nsl l i、- I)al・l、aud, 1.(・(・umI,e1・r、・ ・ 1ila nc1 - 1979 - 12pp. 2 c(, ll,ur

Il ls.
g : SC^ I・l ^ l ;、1・:l l )Al・, Sca rabaeus(s.、 ) , 、'01 l l、 I t(・gl i n t 'a l (,a r(・t i,tut・ l, ccidt・nta l・・I l l、 、 . Caml1t' 「, r t,

1、I l ,,ecumll ,,r r、 ‘S1 lt . Blanc). -1979 - 8 pp. 2 pIs.

ーノランソ、-(・個人出版 (限定;iｯ i)  された分期図説,  '、一ン 数の',判に大変高い出版物 (゙ 1 が,   カーノー印刷1.111よ
らしい1. りです. のとこ ) -,i -tl- ムシと一」方ネムシた' けで,i が,  fli: 'll 5 ~ 6 出tのへ一 ;ノ、で続同されますし に

4 サムシの研究者・ には見のがせない文点1です、  ( 注文 :J - ド I ll - 101 ~109 )

ご注文は八力 キに' ｿ-  名 i条印のl  ;  (満 18  1-  来満は保 .f l -  ・  ご黒ｶ  ト 直 ) に ,' j
りいたしま - ' . 代金は到 f後511 以内にごj i金 l、'  さい ,.  送科は 21111以 1 :になると :

く なります..

i・・返く の方は小社 (小田1''構 '・:駅前) '、.・ iし!」l 間係図 ,t':
常時4,000タイ トル以 l :在同, 水9fl1察l l定体・ 、l i l le~19時・
111111113 ~ l7時 JCC力一 ド加 ｿ11,11  在国 iリスト (3  同分、 r200
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コガネムシに関する知見 (1)
石田 正明

Notes on the Lame1licornia (1)
1. Cn the Proagoferl/1a ol10a''asti 1'1' NOMURA, 1965
2. On the Genus c ry(・etc u'a of Tsushima Island.

By Masaaki IsIDA
Miyamae 3-23-5, Sug inami-ku, Tok、・o Prof. 168

1. フタモンコ ガネの記録

フ タモンコ ガネ Proagopertha ohbayashii NoMURA
は, 1965年, 野村 氏によ1) i中細本島から新種として記
般されたコガネムシであるが, 原記,彼以来, 追加記録が

ないようなので, '1-者の手もとの標本により新産地を記
録しておきたい。

1 , 沖繩本島伊湯 , 1962, vi , 3 (図1 )
1 , 沖組本島比地川周辺, l963, vi, 25 (図2 )
1 , 沖細本島伊i場 ff, 1961, vi, 26 (図3 )
この3 標本はいずれも知念 -氏より.i i与されたもの
で, 採集者は地元の高校生とのことである。これらの同

にあたっては原 '・  者の野村先生に検視していただいた。

原記,alによれば, 本種はi中細本島よなは岳にて, 1964
年7 月24 日, 大林延夫氏の採集された 1 1 を基本

標本として新種の提称がなされている。 原産地よなは x一
と, 今・回 者の報告した新産地とは, いずれも、t中細本島
北部に位l置するところで, 特によなはl岳と伊湯111とはfill
続きの山であるから, 新産地の報告といつてもそれ程新
規なものではない。

さらに, 各標本の採集年月口を比較してみると, いず

れもほぼ同じ時期であるので, 本極の成虫の出現期は,
7 月下l itから 8 月上句「にあるとみてよかろう。

本利iはそれほど商n 和l とは思われないのに記,成以後記録
報告があまりないのは, 過去図鑑などに図, j、 されたこ

Fig. 1~3 フ タモンコカネ 1. 沖繩本島伊l易-fii産 2. 沖繩本島比地川産 3. 1中細本島伊1場ll:産
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とがないことや, 原記載が英文のみであるために普及性

に多少の難があることなどが原因と思われる。 そこで以

下に, 筆者の所有標本に基いて, 本種の再記載を記し,
同好の士の便に供したい。

Proagopertha ohbaUashii NoMURA フ タ モ ン コ

ガネ

(Ent. Rev. of Japan, XVI(1), pp 6~7, 1965)
体は長卵形。 背面はふくらむ。 光沢あり。 上面は無

毛。 下面は長毛をもつ。

頭: 頭幅は台形で中 ｮは長さの2  倍,  側緩はなめらかに
前方に円まり, 前緑角は円い。前・ 側緑は上反する。上

面は密にややしわ状にあらく点刻される。 前頭会線は細

くて明瞭。 前頭は頭糖とほぼ同様な点刻をもつ。 後頭は

やや疎に点刻され, 頭頂には点刻を欠く部分があること

もあり, 特にそこにたてのやや深いみぞをもっこともあ

る。 触角は9 節, 片状部は3 節で, では柄部より長く

では短かい。

前胸背 : 長さより幅広い。側維はふちどられ, 数本の

長毛を列生する。 側緑の後半部はほぼ直線であるが, 中

央部付近でゆるく前方にせばまり, 前緑角の直前で渡曲

する。 前系 \角はとがる。 前縁はふちどられ,  中央部はほ
ぼ直線状。後緑角は鈍角で, ふちどられるが, 後縁中央

部はひろくふちどりを欠く。上面は両側および前系表部に

頭部とほぼ同大の点刻を密にもち, 中央後平一部に疎に小

点刻をもち, 時にそこにたて長の無点刻部をもっことが

ある。

小橘板 : 長さより中 ｮ広く,  先端はにぶい。前胸背後系
部の点刻とほぼ同大の徴小点刻を少数まばらにもつ。

翅 : 組大な点刻をふくむ10条の条構がある。 各間室
はややふく らみ, 時に後端部において強くふくらむ。 .1,1
部後方に不規則なしわ状の国陥部をもつ。第1 ・3 ・5
間室にはほぼ1 列をなす組大な点刻 (条iff内点刻とほぽ

F ig. 6 O ,cetoma jM- nda

同大) があり, 時に点刻の周囲が圧せられてしわ状を呈

する。側片は基部で事品広く, 後基節の後縁あたりまでた

どれる。側緑隆起は後手ま・角あたりまである。側緑膜は第

l 腹節の後縁あたりからはじまり, 期端をぉぉう。

尾節板 : 長さより申a広い。 後系 \は強くふちどられ,  長
毛を列生する。 上面は, 基部画側にくぼみをもっことも

あり, 組大点刻をやや疎にそなえるが, 中央部に無点刻

部分をもっこともある。 前尾節板は尾節板と同様の点刻

をそなえる。

後胸下面: 後胸板は, 正中部にやや深いたてみぞを有

する滑沢な中央構部をのぞいて, 組大な点刻と長毛をそ

なえる。前系表中央は, 中基節間に水平に実出し, その先

端はにぶい。 後胸前側版は波刺大に彫刻され, 長毛をそ

なえる。

腹部 : 各腹節は中央はf東 に両側はやや密に組造な点刻

を有し, ほぼ1 列の直毛を列生する。第 l ~ 3 腹節の両

側はかどばる。 時に第2 ~ 3 節はよわい。 では.9;ll端に
やや常に長毛をそなえる。

脚 : 前脛節は2 外歯をそなえ, ともに端方内側に

l 棘をそなえる。 前匀・1  節の内爪および中Pf・ i節の外爪は
する。 各腿節は長毛をそなえるが, 時に後腿節ではほ
とんどこれを欠く。

F ig. 4 0.r.yceto'tt'a juc・utlda F ig. 5 0. fortictda



コガネムシに関する知見(11

8

F ig. 8 Of yceton,a F ig. 9 0 . fo,-tl'a‘fa
J'l‘a‘nda

色彩 : で色彩を異にする。 , l ti赤概色で, 緑~
紫色の金属光沢をもつ。頭部・ 前胸背の中央両側・ 小相i
板およびその周辺部・ 地事fl会合部および周緑・ 中胸板・

後胸板の中央部・ 脛腿節の接合部・ f付節はff'色。時に濃
色部を全く欠いて, 全体が演赤褐色となる個体もある。

, 黒褐色で, jf?部・ 前胸背・ 尾節版および後肢は強い

緑色金属光沢をもつ。 地 のさかさ八の字形のふとい紋

は茶褐色。各量f・1節・ 前中腦i節・ 触角・ 口肢は赤褐色で紫

金色の金属光沢をもつ。 本總は ともに色彩の変異が

多いようである。

体長 : 約9 mm, 約 11mm

2. 対馬の 0 x ucetonia
日本に産するコアオハナムグリ属 0◆rycetonla には,
コアオハナムグリ 0. J'ucmlda (FALDERMANN) とァオ

ヒメハナムグリ 0. forticula (JANsON) の 2 種がある
とされている。  この両者のあっかい方については,
fortiadaを jucundaのIIE種とする考え方もあり,  ま

た, J'ucunda, forticuZa をそれぞれ独立種とし,  さらに

ju - ndaにいくつかの 事重を設定する考え方もある。 こ

の点についての見解は後日にゆずるとして,  今回は,
0. juc・uncia と 0. forti(・ufa を別極とみなして論じてみ
たいo

両者の区別については, -一般に体色 (特に下面の) の

相違, 自紋 (特に中胸側版の) の有無, 中胸実起の形状

などの形質が用いられている。 これらは識別点としてあ

る程度使利ではあるが, 多数の個体を検してみるとかな

り不安'i なものであることがわかる。 者は約10001if1の
個体を被検した結果, 両 lの識別点としては, 、1)f ｪ相の
彫刻の状態, l2)通?i会合線に沿う隆起, 0 ::t'胸側 の自

紋の有無の三要素を組み合わせる方法が良いと考えるに

いたった。 つぎに両種iの相遮を記してみる。
このような特徴に基いて両極を区別してみると, 対馬

③

l Ory - om'a jucunda1
l心円状に, しわまたは
1細ないぽ状実起をよそお

1う。側緑部はしわ状になる事が多い。 (図4 )

地会合線1一般にその楼はにぶく,
に u')  う降起翻船より基方にむかって
の楼 1のび, のほぼ平一分よ

り手前で終わる。 (会合1

降両側にillぶ2 対のl'l被のほぽ中間かその手前
にまでのびる) (図6)

刻でおおわれる。 側緑書

は長形の点刻で虫喰状に
なることもあるが, し

状にはならない。 (図5
接はするどく, 特に末端
は強大になる こ とが多

い。 越 の平一分よりさら

に基方にのびる。  (2 対
の白教の ) ち基方のl' l l文
にまでほぽ達する) (図
7 )

中胸側板の
自,F文

左右に各1 白紋をそなえ

る。 (・fliに左右のいずれ
か, または両方を欠くこ

とがある) (図8 )

白紋を全く欠く。 (図9 )

(長崎県) の 0.ryceton,a は2 稱 あることがわかった。 そ

こで対馬より0. fort,c・ufaを新記録として報111しておく。
0.rycelonla fo'-fia‘Ia (JANsON)
ア オ ヒ メ ハナム グリ

1 , 長崎県対馬, 1959, , 3, 藤岡知夫採集 (図10)
標本は-幸者保管 ( rti川敏之氏より恵与)
この個体は上面・ 下面とも深緑色で, 上面の自紋の発

速は悪く , 翅 会合線に沿う2 対の白紋はかろうじて認

められる。 会合線に沿う隆起の稜はやや発速が.'起iく , 右

翅事自の隆起の校は基方の自紋の位置までとどいている
が, 左翅 のそれはやや手前で終わっている。 中胸側板
の白紋は欠いている。体長13. 5mm。
者の所蔵標本の中で, 0. forticutaと認められるも

のは, 本州南部 (和歌山県) ・ 四国 (高知県有l島, 徳島県

核野郡大山村) - 九州(鹿児島県佐多 , 下こしき島, 大

隅諾島の里島, ト カ ラ

F ig. 10 0.r◆ycetou'a forticula
(対馬産)
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語島の中之島, 美大

島) ・ 沖細県 (、1中繩本
島 ) の各地の標本があ

る。 同の長崎県対馬

の個体は北限を示す標

本である。

付記 : 本稿を ill_する
に.あたり, 標本を意lf-
された方々に対し, 深

い感謝の意を表わした
し、o

0 . fort,ctlia
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EILYTRA, Vol.7, No 2 (Jun. 1980)

虫
沖組本島における

アマミクスべ=力ミキリの採集例
豊出Ill売司・ 滑田保生

ア マ ミ ク ス ベ ニ カ ミ キ リ Py,-estes 1'naegi‘al,'coMs
HAYAsHI は, 従来 美大島特産種とされており、i中識本
島からは未記録の であったが, 者らは1979年に沖細
本島北部の山地において下記のよ・) に本相iをi ll、集したの
で報告する。

1 , 沖細県国頭村与那湖-[]f, 14,  、1, 1978, 滑田保

生採集,
2 , 同 上, l5,  11, 19,9, ''1_由島売司- 滑田保生

採集

採集地は与那概岳の

伐採斜面に実出した林

通i、・いの広場で, 採集

した 3 の他に数.fifi
の個体がll入' き上げられ

たのを口準した。

沖細本島北部は 美

大島ときわめて類似し

たカミキリ相を示L ,
現在までに確認されて

いる共通確の他にもぃ

く っかの組について共

通分布が予想されてお

り, 本極も以前から沖細本島における分布が推察されて

いた。

採集した個体は, 美大島産の個体に比べ触角が太い

こと, 前llfil背の点刻も若T-あらいことなどの差異がある
が, アマミクスベニカミキリと同定できるものであった。

'程ながら発表にあたりご協力いただいた 江f l 氏

びに f真無影していただいたi場沢',,: 久i t- にお礼中し上げ

る。

(豊filE : 〒162 名占屋市.北:区下J販田町4-11)
(滑田 : 〒771-16 徳島県阿渡郡市場町平地 _2)

木 御岳で採集した力ミキリ 6 種

湯沢 'Ill「久

1979年, 者は長野県木曾郡御岳にて下記のよう な力
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ミ キ リ ムシを採集したので報告する。
1.   エゾハイイ ロハナカ ミキリ

ag l t‘m eyrot,siyf PODANY
1 , 26,  Ⅶ, 1979
トウヒの伐採木上にて採集。

2. クモマハナカ ミキリ

l i t,od inus boreal is (GYLLENHAL)
1 1 , 22, , l 979
ナナカマ ドの花上にて採集。

3. ミヤマヒ メ ハナカ ミキリ

Pfdo,11'a sy1v1'cola KUBOKI
2 6 , 20, , 1979
ササの集上にて採集。

4 . フイ リ ヒ メハナカ ミキリ

Pfdom'a sl'gnafa MATSUSH ITA

左 : エゾハイイロハナ 右 : スミイロハナ

、
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、

・

、

・

、

、

'
,

'

・一

'.
,

:
.

右 : )
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l 1 , 26, W,
1979

ササの集上にて採集。

5. ス ミ イロハナカ ミキ

リ

N iwea l'a er fensa
(GEBLER)

1 , 2, V■, 1979

ショウマの花上にて採

集。
6. カラフトホソコバネ

カ ミキリ

Necydalis
sachat inensts
MATSUMURA et

T A M AN U K I

1 , 2,  VI ,  1979
ッガの表弱木で, 樹幹

のコ ケ上にて採集。

(〒459 名古屋市緑区大高町門田l9)

阿武限山地の力ミキリ 2 種

大桃定fTi ・ 新 速也・ 西山 明

者らはかねてよ り阿.fill: ,J,- 山地の11 虫相,調査を進めて
おり,  さきに興味ある分布を示す「「l 類 (Coleoptera) に

ついて報告'~') してきた。 今「ロ1,  東北地方初記録でもあ

るクロサワヘリグロハナ カ ミ キ 、) Eustra,tgalis antice-
reductus HAYAsHIが分布することを見出したので報告
する。

6 , 福島県原町市

l' l

横川赤根林道, 2, ,

1979, 大桃定 - ・ 新里達

也採集,  2 , 同上,
17,  、1, 1979, 西山明採

集

日陰のミズキの花上に

飛来した個体, あるいは

林間を飛行中の個体を採

集した。 本種は北海道か

ら九州までの広い分布域

を示すものの, その産地

はきわめて局所的であ

り, 本州における産地と

しては奥多摩, 大菩藤,

虫

長野県下, 南アルプスおよび山口県下が知られるだけで

あった。 本記録は北関東地方から東北地方にかけての分

布の空白を理めたことになる。

なお, 同地における注目すべき記録として,  クロヒラ

タカミキ、) Rhopa1opus signatico11is SOLSKYの一異常
型 ab abtdtume,tsis OHMoM0 et IKEDAが追カll記録さ
れたので併せて報告する。

1 , 原町市横川渓谷, 3,  VI ,  1979, 西山明採集,
3 2 , 原町市横川赤根林適, 平山洋人・ 吉川賢

条久仁雄採集,  1 , 同上, 17, , 1979, 大桃定洋

採集

本異常型3' は前胸部のすべてが鮮やかな 赤色を呈す

る個体で, その出現率は約13% 〔同地で採集されたクロ

ヒラタカミキリの個体数は60exs.〕 に達する。この値か
らすると, 本型は安定な1 つの遺伝型と考えられるの

で, これを f abukumensis OHMOM0 et IKEDA と改め
たい。

本種のこのような型は上記以外の日本産 (その多くは
福島県南会津地方で採集されている) にはまったく見出
されていないが, 中国大陸においては非常に稀に出現す

ることが GREssITTS)によって指摘されている。 なんら
かの理由によって, 阿武限山地に生息する一群には, 前

胸部に朱赤色を発現させる遺伝形質が隔離的に保持され
てきたものと考えられる。

最後に, 採集にご協力いただいた条久仁離, 平山洋人
および ・  川賢の各氏に感‘謝する。
o参考文献

1) 大姚定洋(l976): ELYTRA, 4(2),  p35.
2)  大桃定洋(1977): ELYTRA, 5(2),  p44.
3) 大桃定洋・ 池田清彦(l978): ELYTRA,  6 (2),

p70.
4) 大桃定洋(l979): おとしぶみ〔筑波大学昆虫談話
会会,誌、], 8, p.1.

5) G REs sI T T ( l951) : Longicornia, Vol. ll, Longi-
c o m beetles of China, p217.

(大桃 : -T300- l l ;表城県a'商数郡阿見町荒川沖953-502)
(新fit : 〒164 中野区中央5-27-13 静風;ijEl05号)
(西山: 〒311-41 水r:'-市大塚町1859-7)
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The following Insti tutes and Museums are received the ELYTRA

編 集 後 記

E LYTRA の発行,  あまりにも れてしまったので言い を

11: く ?一、力もなくなりました。  こ:心配をおかけしました会11の管
様には深くおf iびいたします。

Vol. 8 No. 1 はこの号の刷り上がる 入相fいたしますので,

8 JI 中llJにはお屈けできることと思います。  その次のVol. 8
No 2 (11月の総会の時に発行する号) の原稿もポッポッ珵 lいて
おりますが,  短報記録があまりありません。 発表資料があり

ましたら,  ご寄稿のほどよろしくお願いいたします。

このvol. 7 No 2および同時発行のさやばね No 5 は実に昨

年度発行予定分の会。.tなのです。
(1980年6 月5 l」 , 藤田 '11)

E L YTR A Vol . 7, No. 2
昭和55年6月111日 印刷

11111和55年6 月20口 発行

編集者 藤 田
「

発行者 ,'f' i 間 度 -

発行所 目本, |・ pl l 学
Japanese Society

of Coleopterology
東京都台東区東上野4-26-8

和d田. T .一方 ( 0110

c/o, FUKUr)A, 4-26-8,
Higashi-Ueno, Taito-ku,
Tokyo Japan
印 刷 ㈱大和印刷

The American M useu m of Natural History
Central Park, West at 79th St. New York, N.Y. 10024, USA

Smithsonian Institution, Museum of Natural History
Constitution Ave at 10th St. Washington D.C., 20560, USA

Department of Entomology, University o f Calif ornia . .

Berkeley, California, USA

Department of Entomology, Science Museum, California Academy of Science

Golden Gate Park, San Francisco, USA

Dep,rtment of Entomology, Bishop Museum
Honolulu, Hawaii, USA

Di vision of Entomology, Common、、,ealth Scientific and Industrial Research Organizat ion
Canberra, Australia

British Museum of Natural History
Crom、vell Rd,, London, S.W 7, United Kingdom

Museum National d'Histoire Naturel le

55, rue Cuvier (5°) Paris, France

Zoological Museum, University of Moscou
6 Ulitsa Hevzena Moscou, USSR

Zoological Museum, Academy of Science
Leningrad, USSR
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Notes on Some Longicorn Beet les f rom t he Izu Islands

and their Related Regions

By Hiroshi FuJITA

Taito 2-29-6, Taito-ku, Tokyo Prof. 110

伊」ll諸島およびその関連地域のカ ミキリムシ
藤田 宏

In the result of investigation since 1971 by the author  and others,  several  species a r e added t o the

cerambyci-1ist  of  the Izu Islands. Through examinations of these new members, it  appeared that some of
them are endemic to these islands and also that a part of these endemic species seem to have close relations

to their congeners occurring in the Ryukyu Archipelago, Shikoku and other related regions. In these cases,
the previous taxonomic treatments which had been bfased only on materials from Ryukyu, Shikoku and other
area exceptjng the Izu Islands sometimes became unreasonable after discovery of these new members, because
they have intermediate characters between two or among three known species. Newly found specimens i n

the lzu lslands belonging to genus Meg()pis (Spinimegopis), genus A11otraeus (Nysina) and s o m e othe「

species groups were obviously in such ca ses . So, the author could not help reviewing subgenus SpinimegoPiS
OHBAYAsHI, subgenus 」1Vysina GAHAN and some other species groups of every related regions i n orde「 to

decide taxionomic status of such specimens of the Izu Islands.
In this paper, revisions of such species groups not only of the Izu Islands but also of Shikoku, Ryukyu,

Tai wan and other related regions are given including concerning descriptions of new subspecies, as well as
so me me re n e w records from the Izu Islands.

1. M,egopjs (Spin,imegopis) formosana MATSUSHITA Sta t no v .

Megopis (Aegosoma) buckleyt formosana MATSUSHITA, 1933.
(Including next subspecies)

Subsp. ,lippo,tt'ca MATSUSHITA, 1934 (new combination ).

Subsp kau,a_eel HAYAsHI, 1961 (new combination).
Subsp. is;ugakiana YosHINAGA et NAKAYAMA, 1972 (new combination)
Subsp. lanhsuensis HAYAsHI, 1974 (new combination).

Fjve specjes belonging to subgenus Spinimegopls have been reported f rom Japan and i ts

adjacent regions. They are for,,lesa,Ia MATSUSHITA, m' omca MATSUSHITA, aωazOeZ H AYA -

sHI, jshjgaktana YosHINAGA et NAKAYAMA,  and l anhsuensts H AYASH I. Recently t w o n e w

“forms” obvjously be1ongjng to this group but being defferent from any of previously descr ibed

fjve species were found f rom Is. Yakushima and Is. 0kinawa. These species, five descr ibed a nd

two undescribed, having localities in Shikoku, Taiwan and their intermediate subcontinuous areas
- 1 -
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namely Kyiishil, Is. Yakushima, Is. Amami-oshima, Is.  Okinawa, Is. Ishigakijima and I s.

Irjomotejima, had seemed to be subdevided into two groups- t w o species occurrin9 Is. YakuShima

and j ts nor t her n area make o n e gr oup and fi ve members found in the a r e a s f rom Is・ Amami-

-osh jma t o T aj wan make another - unt i l a quite new member of this group was discovered f「om IS・

Hachjj-ojjma where is fairly distant from any1ocaltiesof known congeners. Specimens found i n IS・

Hachjjojjma have i nter mediate char acters between the t w o groups, m o r e precisely bet ween

mpj)onjca and ishigakia,ta, and their discoveries make it impossible to subdevide this whole 9「cuP
any further.

At the s a m e tjme, the result of revision o n i ndividual variations of t hese species, which  had

been dj ffjcult prevjously by t he rarity of each species and became easier by accumulation of mate-

rjals, jndicates that every characters separating each species are not decisive comParin9 With Va「 ia-

tjons wjthjn each specjes. One of t he principal reasons why nt f)f)onlca has been t「eated as a n

jndependent  specjes whjle for,nosana as subspecies of bttckleyt is supporsed that the fo「'nOSana
has three pajrs of spjnes on pronotum just as buckleyt' has while ntPpomCa has only t w o Pal「S

(medjan pajr js absent). However, nlppont'(-a usually has a pair of tubercles just at the Place

where formosana has median pair of spines. Moreover, yakushimana subsp nov. (desc「iPtiOn of

which js gjven later) from Is. Y akush ima is furnished with a pair  of quite d is t inct median

spjnes havjng about 1/3 tot/2 length of those of kau,azoet from Is. Amami-oshima. Some othe「

jmportant pojnts, which Dr. MATSUSHITA pointed in his description to distin9uish nti)i)ontCa f「om
buckleyj for,1tosana, such as rougher punctations of prothorax, m or e gradually na「「owed apices

_
l'

4

Figs. 1_4 Megopjs (spj,tjmeg()pis) formosatta formosa,a 1.  Ma le 2. Female 3. Male 9enitalia (Penis)
4. Male genitalia (tegmen)

- 2 -
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of elytra and shallow concavity of pygidium also appear to be variable though they are useful for
some degree. So t he author come t o a conclusion that every members of this group in those

ment ioned localit ies should be t reated as one species including several subspecies.
On the other hand, formosana, nlj)f)ontca and other members of this group from Japan and

i t s adjacent  regions  have c o m m o n characteristics definitely different from those of buckleyi GA-
HAN has. The most conspicuous difference is found o n elytral costae which a r e well developed in

buckleyi but obsolete or reduced to faint lines in for ,nosana, nt'ppont'ca, etc. They also differ f rom

buckleyt in lusterless surface of body (luster in buckleyt), short and lied pubescence of pronotum
(long and rised hair in bttckley1), very weakly tuberculate 1st to 4th antennal  segments (clearly
t uberculate i n buckleyi). There is no except ion n o r i ntermediate population i n these respects a s

well as in s o m e other char acters mentioned later and so it is better to give for,nosa,Ia, which is
t he oldest name given t o t he members of this group, a specific status independent from buckleyt.

Specific characters: Head, prothorax, legs reddish brown t o blackish brown, elytra yellow or

yellowish to reddish brown with v e r y n a r r o w disti nct brown border at t heir outer and sutural

edges. Body st ou t . Head finely or roughly punctured. Antennae about 1.06~1.17 times as long a s

body in male (0.86~0.92 times in female). Prothorax with close punctures and sometimes with

rougher o n es a t median part , partly covered with yellow pubescence, furnished with three pairs
of spines but the median pair som et imes weakened to tubercles or om it ted. Scutelum scutiform,
about 0.26~ 0.48 times as long a s prothorax. Elytra glabrous, about 2.41 times to 2.83 times as

long a s wide i n male (2.92~3.60 times in female), moderately rounded a t side, smoothly o r

rather suddenly narrowed to、vards obtusely pointed sutura l angle, apices somet imes m uc r o n at e

sometimes not, with th ree reduced c os t ae on each elytron which is consisting of slightly pigmented
and shiny l i ne yet not elevated at al l f rom sur face and disappearing near apex. Pygidium w i th

a sharrow concavity.

Megopis (Spinimeg,opis) formosana formosana MATSUSHITA stat nov. (Figs. 1 , 2, 3, 4, 18)

Megopis (Aegosoma) buckleyi 」「ormosa,Ia MATSUSHITA, 1933, J. Fac. Agr. Hokkaido Imp. Univ.,  34(2) :
163, taf f, fig. 1.

Elytra yellowish brown. Ratio of  elytra1 width and length about 1 : 2.83 in male, 1 : 3.60 in

female, lateral spines of prothorax well developed, elytra roundly and somewhat suddenly narrowed

to apices. I n male, antennae clearly longer than body.
This species should be transferred from subgenus Aegosoma to subgenus Spinimegopis, for in

having the lateral spines of prothorax.

Length (excluding mandibles): male, 22.0mm,  female, 32.0~38.5mrnl
- 3 -
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Width: male, 6.0 mm,  female, 9.5~11.5 mm
Distribution : Taiwan

Mater ials examined - 1 , Lienhwachi (Nantou Hsien), 23. V. 1977, S. IMAsAKA leg ; 1 , Mt
Amma, 8. Vii i973, R. KAO leg ; 1 , near  Hor i-sha (Nantou Hsien),  1971,  H.  NARA coll ;
4 , collected in Taiwan (J. KoMIYA coll )

M◆egopis (Splnimegopis) formosan.a nipponica MATSUSHITA stat nov. (Figs. 5,6,19)
MegoP1's (Aegoso''ta) ,u'ppo,fica MATSUSHITA, 1934, Trans nat. Hist. Taiwan, 24( l35): 538-539.
Megof)is (St)ini 'negopis) upponica: 0HBAYAsHI, 1963, Fragmenta Coleopterologica Pars 2 : 7.
Elytra yellowish brown. Ratio of elytral width and length about 1 : 2.67 in male,  1 : 3.14 in

female, prothorax w i th t w o pairs of spines and a pair of tubercles on lateral sides, elytra gradually
and smoothly narrowed to apices, apical angles somewhat dull. I n male, antennae a lit tle longer
than body, about 1 5 times as long as elytra.

Length (excluding mandibles) male, 29.0~36.5mm,  female, 29.5~39.5mm
Width: male, 8.0~10.5mm,  female, 8.5~11.5mm
Distribution: Shikoku (type locality: 0sugi, Kochi Pref ), Kyiishiii
Materials exami ned: 1 , Kuroson, Kochi Pref. , 1. . 1973,  N. 0KUDA leg ;  1 , Nagaoka-

gun, Kochi Pref.,  4. Ⅷ.  1972,  M. TAKEMURA leg ;  Matsuyama city,  Ehime Pref. 1 , 10. .

1974, K. ANNO leg ; 1 2 , 13~15.  Ⅷ. 1974, H. FUJITA leg ; 1 , 14. . 1974, K. MoRI-
YA leg ; 2 2 , 7~ 9. . 1975, J. IT0 1eg ; 1 , 12. W. 1972, Y. YAMAoKA leg ; 1 , 13.

. 1971, H. KAN leg ; 2 2 , 14 ~15. . 1975, N. 0GURA leg.

Mlegopis (Spilt integopis) formosana1;akushimana subsp nov. (Figs. 7,8,20)
Megopis 'll' o'ii'ca: KOJIMA et HAYASHI, 1969, Insects' Life in Jalnn, 1: 5 ( lHrt ).
Megop1's (Sp加''nego is) ,l,' o川'ca: KUsAMA, 1973, “The ecology and distribution lis t of Ja nose Ceramby-

cidae” (In “New guide of collecting insects m''). Tokyo, Uchida-Rokakuho-Shinsha, p 5 (part ).
Elytra yellowish to reddish brown. Prothorax with three pairs of  spines on later al sides in

female, two pairs of spines and a pair of tubercles on lateral sides in male, ratio of elytra1 length
and width about 1 : 2.61 i n male, 1 : 3.03 i n female, elytra gradually a nd smoothly narr owed t o

apices, apical angles sometimes acute somet imes not . I n male, antennae a little longer than body.
This new subspecies is closely allied t o mpponica,  but  di f「ors  from t he latter by  following

characters: I n male; body stout, antennae shorter which about 1 3 t imes as long as elytra, legs
shorter and robuster, prothorax darker. In female: lateral spines o f prothorax wel l developed
though n ot so long as in kaωazoet', formosana etc. , body broader and darker.

Length (excluding mandibles) : male, 36.5~37.5 mm,  female, 33.5~38.5mm
- 4 -
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Width: male, 11.0 mm, female, 10.5~12.5 mm

Distribution: Is. Yakushima (The Osumi Islands, Kagoshima Pref )
Type-ser ies.  Holotype: , Nagata, 14. Ⅶ. 1972, T. WATANABE leg ; paratypes: (Yakushima

Is ) 1 , Miyanoura, 21. u. 1971, T. HATAYAMA leg ; 1 , Miyanoura, 19. Ⅶ. 1971, K. KUsAMA
leg ; 1 , Anbiil, 19. u 1972, K. SUGIN0 1eg ; 1 , Shiratani, 27. Vii i974, H. FUJITA leg.

M◆legopis (Spinimegopis) formosana hau'azoei HAYAsHI stat nov. (Figs. 9,10,21)
Megopls (Aegosoma) kau'azoei HAYAsHI, 1961, Ent. Rev. Jap., 13(2): 36-37.
Megopis (Spinimegopis) ka'oa~cot': 0HBAYAsHI, 1963, Fragmenta Coleoptero1ogica Pars 2 :7.

Elytra reddish b rown. Ratio of elytra1 width and length about  1 : 2.41  in  male,  1 : 3.08 in
female, prothorax w it h t hree pairs of spines, elytra roundly and somewhat suddenly narrowed to

apical angles. I n male, antennae clearly longer than body.
This subspecies is closely allied t o subsp.  formosana and di fferent  f rom the latter only i n

reddish color and shorter elytra. These two separating characters are rich in variety in kau,azoet

as well as in formosana and there remains some question how far they are reliable, though they
are quite useful on materials the author has exami ned.

Length (excluding mandibles) : male, 34.0~38.5 mm,  female, 35.5~41.0 mm

Width: male, 9.5~11.0mm,  female, 10.5~12.0mm
Distribut ion: Is. Amami-oshima (Amami Islands, Kagoshima Pref )
Materials  exami ned: 1 , Hatsuno, Is. Amami-oshima, 17. Vll 1973, T.  SHoDA leg ;   1 ,

Kofukuji, 3. Ⅶ. 1977, YAMAMoT0 1eg ; 1 , Marubatake, 7.  Ⅶ. 1976, N. MoRIsHIMA leg ; 1 ,

Yuwan, 13. Ⅶ. 1972, K. SUGIN0 1eg ; 1 ,  Nishinakama, 16. Ⅶ. 1979,  Y. YAMAoKA leg ; 1 ,

Hatsuno, 14. Ⅶ. 1974, Y. YAMAOKA leg.

M◆egopis (Spinimegopis) formosana okinatoana subsp nov. (Figs. 11,12,22)
Megopl's sp., UMEBAYASHI, 1979, Ryiikyii-no-konchii (Insect of Loochoos), (3) : 49.

Elytra reddish brown. Ratio of  elytra1  width and length about 1 : 2.32 in male, 1 : 3.05 in

female,  prothorax with three pairs of spines, elytra roundly and somewhat suddenly narrowed to

apices. I n male, antennae clear ly longer than body.
T h is new subspecies is closely allied t o kau,azoe1', but di ffers f rom the latter in larger and

stouter body, more reddish color, and m o r e enlarged occiput.

Length (excluding mandibles) : male, 42mm,  female, 36mm
Width: male, 13mm,  female, 11 mm
Distribution: Is. 0kinawa, Is. Tokashikijim. (Okinawa Islands, Okinawa Pref )

- 5 -
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6

7

8

9

10

Fjg 5 Megopjs (Spjnj"legopis) fo,-,t1osana nipj)on1'ca (male) 6. di tto ( female) 7. Me9oPiS
(spjnjmegopjs) fie,-mosana yaktshimana subsp.  nov. (male, holotype) 8. ditto (female,
paratype) 9. Megopls (Spinimeg()f)is) formosana kau,azoei (male) 10. ditto (female)
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13

12
14

15

16

F ig. 11 Megop,'s (SI加'megop,'s) _for''lesa,Ia o l' n a u , a n a s u p no、,. (male, helot、ir ) 12. d it to
( female, 1nraty ) 13.  Mego ,s ( S i,l加ego 1s) for ,,lesa,Ia ,sit,ga ,,a,1a (male) 14.
di tto (female) 15.  Megop1's (S ,'川',nego ,'s)

_
/、o,-,,lesa,1a /lac111'J'oa,Ia subsp. no、,. (male,

holotype) 16.  di t to (female, parat、pe)

- 7 -



ELYTRA,  Vol. 8, No. 1 (Sept. 1980)

a b

a b

17

c d

19

a b

a b

c d
Flgs. l7-24 Male genitalia of subgenus SpinimegoPis; a te9men b・ dit to

d djtto (lateral view) l7.  Megopis (SpinimegoPiS) malaSiaCa
formosatta
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a b

a b

c

c d

from the lzu Islands and thei r Related Regions

21

d

23

a b

a b

c d

22

24

c d
l g M (s ) for"losaaa m・一m'ca 20. M (S ) formosa,Ia y a “sil l'maaa subSp. n o v・ 21・ M (S・)
for mosana aωazoej 22 M (S ) formosana o inau,ana subsp n o 、' . 23. M (S・) fo「mOSana lS11'9a-
1a,Ia 24. M (S) for,nosana 1lac/11joana Su P・ nOV-
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Type-series.  Holotype: ,  Mt. Yonahadake,  Is. Okinawa, 28. W. 1973, T. KOBAYASHI  leg.,
parat ype: 1 , Hentona, Is. 0kinawa, 13. . 1977, K. KAwADA leg.

Mlegopis (Spinimegopis) formosana ishigakiana YosHINAGA et NAKAYAMA stat n o v .

(Figs. 13,14,23)
Me90 1S (Splalmego ls) is/1lga ' ana YOSHIN AG A e t M A KA YA M A (error to “NAKAYAMA”), 1972, Gensei,

23: 19.

MegoplS (Sp'''M'megopl's) 加 1eyi fs11l'ga l'ana: KUsAMA, 1973, “The ecology md distribution list of Jalnnese

Cerambycidae” (In “No、v guide of collecting insects m”), Tokyo, Uchida-Rokakuho-Shinsha, p 6.

Elytra yellowish brown. Ratio of elytra1 width and length about 1 : 2.46 in male, 1 : 2.98 jn
female, prothorax with three piirs of spines, elytra roundly and somewhat suddenly nar rowed t o

apices. In male, fore tibiae very broad and more densely pubescent than any other known subspecies.
Length (excluding mandibles): male, 26.5~34.0mm,  female, 30.5~37.5mm
Width: male, 7.5~10.5 mm,  female, 9.5~12.0mm
Distribution: Is. Ishigakijima, Is. Iriomotejima (Yaeyama Islands, Okinawa Pref )
Materials examined:   Is. Ishigakijima: 2 , Mt. Bannadake,  10.  VI.  1976,  N. MoRIsHIMA

leg ; 1 , Mt. Bannadake, 2. V1. 1976, N. MoRIsHIMA leg ;  1 , Mt. Bannadake, 7. W. 1976, N.
OGURA leg ;  1 ,  Mt. Bannadake, 31. V. 1973, N. KAsHIwAI leg ; 1 , Mt. Bannadake, 11.
1973, T. MIZUNUMA leg ; 1 , Mt. B-nnadake, 23. V. 1974, M. TAKAKUwA leg ; 1 , Mt. Ban_

nadake, 15. . 1972, T. KOBAYASHI leg ;  1 , Mt. Bannadake, 14. W. 1969, Y. KUsUI leg ; 2
,  Mt. Bannadake,  27~28.  V.  1973,  K. SUGIN01eg ; 2 , Mt. 0motodake, 11. V1. 1974, T.

SEIN0 1eg ; Is. Iriomotejima: I , Shirahama, 4.  V. 1975,  R. YAN0 leg ; 1 , Funaura, 2 . VII.

1978, A. MIYATA leg.

Megopis (Spinimegopis) formosana lanhsuensis HAYAsHl stat nov.
MegoPis (Spl''u'megop1's) Ian/Isleensl's  HAYAsHI ,1974,  hul O ka Jonan Women's Jr. Coll., 9: 2-3.

Elytra yellowish brown. Ratio of elytral width and length about 1 : 2.40 i n r u le (female u n -

known), prothorax rectangulate at apical c o r n e r and sharply s o a t basal corner, and laterally
shortly tuberculate just behind middle.

This subspecies is most closely all ied to t'sh1'gakiana but differs from the latter i n having the
different development of prothoracic tubercles a nd disca1 unevenness.

Length (excluding mandibles) : male, 30.0mm
Width: male, 9.0mm
Distribution: Lanyii Island (South East Coast of Taiwan)
No mater ia l exam ined.

- 10 -
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1. Elytra smoothly and gradually narrowed apical]
1' . Elytra roundly and somewhat suddenly narrowed apical ly
2. Elytra slenderer and yellowish brown; legs longer and slenderer
2'.  Elytra broader and yel lowish to reddish brown; legs shorter and stouter - - - - - yakttshimana subsp n o v

3. Elytra reddish brown
3'. Elytra yellowish brown

4 . Body slenderer and smaller'4
5

'5
6

Body broader and larger
Prothorax yel lowish brown

Prothorax blackish brow

Ratio of elytral width and length about l : 2.8 in male (1 : 3.6 in female) ; fore tibiae slenderer
in ma le

6 '. Ratio of elytral width and length about 1 : 2.4 in male (1 : 3.0 in female) ; fore tibiae stouter

7
'7

i n male

Prothorax strongly irregularly uneven
Prothorax weakly irregularly uneven

Megopis (Spinimegopis) formosana hachi joana subsp nov. (Figs. 15,16,24)
Elytra yellowish brown. Pr ot hor ax blac kish brown with t wo pairs of spines and a pair of

developed tubercles, ratio of elytral width and length about 1 : 2.57 in male, 1 : 2.92 i n female,
elytra roundly and somewhat suddenly nar rowed t o apices.

T h is new subspecies is closely a lli ed t o 1's/u'ga i' ana and m m'fa, and i t c a n be situated

taxinomically bet ween t he t wo subspecies in its characters of elytra1 color, punctuation and protho-
racic spines. I t di ffers f rom 1'shtgakiana i n rather dull lateral spines of prothorax, slenderer legs
(especially o n tibiae), and m o r e yellowish elytra. A nd also di f fers f rom nt'ppon1'ca in roundly and

somewhat suddenly narrowed elytra1 apices with duller angles, sharper spines and m or e developed
tubercles of prothorax.

Length (excluding mandibles) : male, 38.5mm,  female, 36.0~39.0mm
Width: male, 10.5 mm,  female, 10.5~11.5mm
Distribution: Is. Hachijojima (Izu Islands, Tokyo Pref )
Type-series.  Holotype: , Sueyoshi,  16. u 1977,  H. FUJITA leg., paratypes: s a m e locality

as the holotype. 1 , 17. Ⅶ. 1977, H. FUJITA leg ; 1 , 22.  VII.  1977,  C. YoKoTA leg.

Key t o the Subspecies of Mego 's (S I'm' m e g o ls) forMosa a

ntpj )0'. tea

kau,a eel

okinau,‘ma subsp n o v

haC1ttJoa'ta SubSp n o v

. fo

Ia, lhst‘ensis

sill'ga l'a,la

2. Auotraeu,s (Nusma) msutar is (MITONo)
Anotraeus (Ngsma) 加su lar is amami,ensis HA、':AsHI status n o v .

- 11 -
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At1otraeus (Nysina) amamiensis HAYASHI: 1961, Ent. Rev. Jap., 13(2) : 42.

Body yellowish brown. Elytra about 2.7 times as long as body inmate(1.38 times in female),
each apex of 3th to6th joints of antennae furnished with an acute spine.

A. (N ) amamjensjs was described as an independent  species by HAYASHI  (1961),  different
from 1'nsular js by its  yellow color of integument, pointed and obliquely truncate elytra1 apecies
and antena1 setae furnished on 3th to 7th joints. Through the examination of good ser ies of

materjals, jt becomes clear that these characters are s o of ten variable  t hat none are  completely

reljable jndependently to separate a ,na m1'ensis from insular is though ever yone is useful in s o m e

probability. At the same time t'nsulari's yamagamii subsp nov., the description of which is given

later, has appeared t o have somewhat intermediate characters between am a 'm'e sz's and i ns t‘fa r 's.

So the author propose to give i t a n e w status.

He also propose t o co r r ec t t'nsu lar is reported i n Is. 0 kinawa to amamt'ensis after surveying

m any specimens f rom that locality because there is almost n o difference bet ween them and

specimens of the original locality Is. Amami oshima.

Length: male, 11.5~15.0mm,  female, 11.5'~14.0mm
Width: male, 2.5~3.5 mm,  female, 2.5~3.5 mm
Distribution: Is. Amami-oshima, Is. Tokunoshima (The Amami Islands, Kagoshima Pref ), Is.

Okinawa (The Okinawa Islands, Okinawa Pref )
Materials examined: 1 , Yuwan, 14. .  1975,  M.  FUKAMACHI  leg ;  I , Yuwan,  20. .

1971, 0. IMANIsHI leg ; 10 10 , Mt. Akatsuchiyama, 22~29. Vl. 1979, K. KAWADA leg ;
11 13 , Hatsuno, 10. . 1972, T. MATSUMOTO leg. - co11ected in Is. Amami-oshima 5
1 , 0ku, 17~18. V. 1976, T. 0GAsAwARA leg ; 1 , Yona, 17. . 1970, J. KOMIYA leg ; I ,

Mt. Yonahadake,  24.  V.  1977,  T. 0GAsAwARA leg ; 1 ,  Mt. Yonahadake,  25.  VI.  1974, T.

SEIN0 1eg. - collected in Is. 0kinawa

Auotraeus ( NI,sma) msular is 1'amagamu subsp nov. (Figs. 32, 33)
A11otraet.ts (Nysina) sp., TAKAKUWA et FUJITA, 1976, Gekkan-Mushi, (58) 10-15, figs.

Body yellowish brown. Antennae about 1 75 times as long as  body  in  male (1.36 times  in
female), each apex of 3th to 5th joints furnished with an acute spine. Elytra about 2.9 times as

long as basal width, obliquity t r u nca t e apically.
T his new subspecies is closely all ied t o nom inate subspecies but  differs f rom the lat ter in

shiny sur face of body and elongated elytra.
Length: male, 13.5~18.0mm,  female, 10.5~11.0mm
Width: male, 3.0~4.0mm,  female, 3.0mm
Distribut ion: Is. Hachijojima (Izu Islands, Tokyo Pref )
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Type-series. Holotype: , Sueyoshi, Is. Hachijojima,  10. Ⅶ. 1975, H. FUJITA leg., paratypes:
same locality as the holotype:  7 2 ,  10~12.  Vll.  1975,  H.  FUJITA & M.  TAKAKUwA

leg ; 1 , Nakanogii, 27. XII. 1972 (collected i n a trunk of dead tree), emarged 4. . 1973,  A.
YAMAGAMI leg.

1
'1

2
'2

3
'3

Key to the Japanese Species of Genus A11otraeus ( Nysina)
Body reddish brown; elytra shorter and broader, sparsely punctured
Body yellowish brown
Elytra shorter and broader
Elytra longer and slenderer
Elytra rather densely punctured
Elytra rather sparsely punctured

rufesce,ts

加s‘‘fa n's ama miensis

nsulan's ins“ far ls

t'nsuiar is yamagamt'i subsp n o v

3.   An,agll,p tus arahau,ae KANO
A arakMoae KANO has been known from Izu Islands, Is. Yakushima,  Is.  Tokunoshima and

Is. Amami-oshima besides its original locality Shikoku (Matsuyama city,  Ehime Pref ). I t has

som et imes been pointed that there a r e so m e di fferences between ar・akaωae from the I zu Islands

and that from Is. Yakushima, no further investigation has been given to the concern. Comparing
m any specimens from every known localit ies to the type specimen, specimens from t he I zu Islands

quite ag ree w i th t he type while constan t di fferences are found between the type and specimens
from Is. Yakushima or Is. Amami-oshima.

Anaglluptus arahau'ae arahau'ae KANO stat nov. (Fig. 25)
Anaglyptus arakaωae KANO, 1933, Kontylli, 6(5/6): 276.
Body blackish brown. Having white pubescence o n body,  elytra markings being rich in

i ndividual variation. Body rather smaller (Length: 7.0~9.0mm) than following new subspecies.
Length: male, 7.0~10.5 mm, female, 6.5~10.0mm
Width: male, 2.5~3.0mm, female, 2.5~3.5 mm

Distribut ion: Shikoku (Matsuyama City, Ehime Pref ), Izu Islands (Is. Mikurajima, Is. Hachi-
Jojima)

M ater ials examined:  1 , Matsuyama,  lye Province, Ehime Pref. , S. ARAKAwA leg.  (The
holotype) ; 1 , Is. Mikurajima, 7. . 1972, K.  SAKAI leg ;  5 11 , Is.  Mikurajima,  28.
VI ~2. Ⅶ. 1973, H. FUJITA leg ; 59 exs ; Is. Mikurajima,  8~10. . 1974,  H. FUJITA leg ; 1 ,

Mt. Miharayama, Is. Hachijojima, 26. XII. 1972 ( collected in a trunk of dead tree), emarged17.
IV. 1973, A. YAMAGAMI leg.
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Anagluptus arahau,ae kumageltsis subsp nov. (Figs. 26,27)
Aglaophis co1obotheoides: SEKI (nee BATES), Matsumushi (Hokkaido), 3(2): 88.
Anaglyptus arakau,ae: HAYAsHI (nee KANO), 1956, Ent. Rev. Jap 7(1) : 15.

Body blackish brown. W ith white pubescence on body, sparse golden pubescence on prothorax,
elytra1  markings not r ich in individual var iat ion. Body larger t han in the other subspecies
(Length: 9.0~13.0mm).

This n e w subspecies  is  distinguished from the typical one by the following characters: 1)
body larger and with white pubescence in stead of yellowish white,  2) prothorax rather sparsely
clothed with golden pubescence.

Length: male, 9.0~11.5mm,  female, 11.0~13.0mm
Width: male, 2.5 ~3.0 mm,  female, 3.0~3.5mm
Distribution: Is. Yakushima (0sumi Islands Kagoshima Pref )
Type_series. Holotype: , Shiratani, Is. Yakushima, 28. Ⅶ. 1974, H . FUJITA leg., paratypes:

same locality as the holotype: 3 2 , 27~28. Ⅶ.  1974, H. FUJITA leg ;  4 1 , 23. 'n[.

1974, T. SEIN0 leg ; 3 2 , 19 ~21. Ⅶ. 1973, T. SHIMOMURA leg ;  1 1 ,  19~21.  Ⅶ.

1973, K. KAwADA leg ; 1 , Kusugawa, 25. m. 1971 (collected in a trunk of dead tree) emarged
20. V. 1972, M. IT0 1eg.

Anagtl,ptus arahau,ae amam iensis subsp nov. (Figs. 28,29)
Anagty j)tus arakau,ae: HAYAsHI (nee KANO), l962. Ent. Rev. Jap. 14 (1): 13.
Body blackish brown. With white pubescence on body, white bands of elytra more developed

and not r ich in i ndi v idual var iat io n. Prothorax subglabrous, femora shor t and robust .

This new subspecies is very closely allied to A arakaωae kumagensis subsp.  nov. ,  but  it  is

distinguished f rom the latter by m o r e vivid markings of elytra, subglabrous prothorax and shor ter

and robuster femora.

Length: male, 9.0mm, female, 8.5~9.5 mm
Width: male, 2.5~3.0mm,  female, 2.5~3.5mm
Distribut ion: Is. Amami-oshima, Is. Tokunoshima (Amami Islands, Kagoshima Pref )
Type_series.  Holotype: , Marubatake,  Is. Amami--oshima 8. IV. 1973,  T.  SHIMOMURA leg.,

paratypes:  1 , Marubatake,  10. 「V. 1973,  T. SHIMOMURA leg ;  1 ,  Marubatake,  13. IV. 1974,

H. FUJITA leg ; 1 , Hatsuno, 13. IV. 1975, N. 0GURA leg ; 1 , Mikyo, Is. Tokunoshima, 4. [V.

1974, K. SUGIN0 leg.

4. Mesosa (Per im,esosa)  hirsuta kon,ishii HAYASHI (Fig 34)
Mesosa (Pertmesosa) 1ursuta ko,1ishii HAYASHI: 1965, Ent. Rev. Jap., 18(1): 30.
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25 26 - 29

F jg 25 A;!aglyptus arakat t,ae arakau,ae (male, holotype) 26.  Anag'1yptus a'-akau'ae ktt 'nagensis subsp
nov. (male, holotype) 27.  ditto ( female, paratype) 28. A,1aglyptus arakau'ae a''tamie'tsis subsp.
nov. (male, holotype) 29. ditto ( female, paratype)

Thjs is the fi rst record from the Izu Islands. M. (P ) hi rsuta konts/iti HAYASHI has been

only reported from Is. Tsushima (Nagasaki Pref ) up to this time.
Materjals examined:  1 ,  Tairoike,  Is. Miyakejima,  21. VII i974, M. TAKAKUWA leg ; 1 ,

Tairoike, Is. Miyakejima, 25. . 1975, H. FUJITA leg.

5. Graphidessa uenata tahahlaoai SubSP nov.  (Figs 36,37)
(J,-aphl'dessa venata: MIYAHARA (nee BATES),  1971, Gekkan-Mus1、i, (8): 31.

Body dark reddish brown and densely clothed v、,i th yel1o、、,ish pubescence o n head, prothorax,

elytra and legs.
T h js no、v subspecjes js easily di_tinguished from nomi nf.te subspec.es by rather dense yellowish

、v hj te pubescence on body (sparse white pubescence in nominative).

Length: male, 4.5~7.0mm,  female, 5.5~9.0mm
Width: male, 1.5~2.5mm,  female, 1.5~2.5 mm
D1strjbutjon: Is. Kozushima, I s. Miyakejima, Is. Mikur-.jima, I s. Hachij :)jima ( Izu Islands,

Tokyo Pref )
Type_serjes.  Holotype: , Is. Mikurajima, 7. lfl1. 1973, M. TAKAKUWA leg., par aty pes: 1

1 , Tajrojke, Is. Mjkurajima, 25. 、n. 1975, H. FUJITA leg ; 9 8 , Tairoike, Is. Miyakejima,

8 ~ g v. 1g76, H. FUJITA leg ;  2 1 ,  Kawada,  Is.  Mikurajima,  28.  W~1・   VII.  1973,  H.
FUJITA leg ; 5 4 , Sate, Is. Mikurajima, 8~9. Vii i974, H. FUJITA leg ; 1 , Mt. Kuro-

sakjtakaosan,  Is.  Mikurajima,  26.  Vll.  1975,  H. FUJITA leg ; 1 1 , Sate, Is. Mikurajima, 30.
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lv. 1g74, T. IcHIKAwA leg. ; 1 , Is. Mikurajima, 7. Ⅶ. 1973, M. TAKAKUWA le9・, 2 2 ,

Is. Kozushima, 19~21. V. 1973, M. TAKAKUWA leg.

6. Acalolepta lu,xur iosa huro MAKIHARA (Figs. 30,31)
Aca1olepta lun rtosakto-o MAK田ARA: 1977, Esakia, (10). : 65.
specjmens jn Is. Mjyakejjma, Is. Mikurajima, and Is. Hachijojimashouldbeincluded into SubSP-

kuro MAKIHARA (1977) (type locality: Is. Kuroshima, Mishima V., Ka9oshima Pref・), because

they are quite agree either with description or with materials from original locality・
Mater jals examined: 1 1 , Kawada, Is. Mikurajima, 1. . 1972, S. SAIT0 1eg・; 3 , Ka-

wada, Is. Mjkurajjma, 27~28. W. 1975, H. FUJITA leg ; 1 1 , Miike, Is. Mikurajima, 20~23・
W. 1975, T. KAMIo leg ; 1 , Sueyoshi, Is. Hachij-ojima, 10. Vii i975, H. FUJITA le9・

7 . Penthides rufoflauus  (HAYASHI)  (Fig35)
Hirakura r・ufoflava HAYAsHI: 1957, Ent. Rev. Jap., 8(2): 48.
Penthides rufoftavus: KoJIMA et HAYAsHI, 1969, Insects' Life in Japan, 1: 141・
Thjs js t he first records f rom Is. Hachijojima. T here ar e n o difference between mate「 lats

from thjs new 1ocaljty and those from other localities in Japan (Is.  Miyakejima,  Is・  Miku「ajima
a nd Is. Amami-oshima).

Materjals examined: 1 ,  Sueyoshi,  Is.  Hachijojima, 16. .  1976,  H. FUJITA Ie9・;  7 eXS・,

Sueyoshi, Is. Hachijojima, 6. W. 1978, S. TSUYUKI leg.

8. Gten ea (Glen,ea)  reticta izuinsutan,a SubSP nov. (Figs 38,39)
Glenea (Glenea) tetjcta: UMEYA (nee PASCOE), 1961, Kontyii, 29(4): 218.
Body blackish brown. Covered w i th wh i te pubescence o n abdomen, f rons, median line of

v e r t ex and occiput. Three vivid l ines of white pubescence on prothorax,  two at each side and

the last at center.

F jg 30 Aca1olepta tu n j r josa kuro (male) 31. di t to (female) 32. A11otraeus (Nysina) insula「iS
yamagamjj sul-)sp nov. (male, holotype) 33. ditto ( female, paratype) 34.  MesoSa hirSuta
konjshj j ( female) 35.  Penthides rufoflavus (male) 36.  Graphidessa v e n a t a takakuu' al

subsp nov. (male, holotype) 37. ditto (female, paratype) 38. Glenea (Glenea) reticta izu-
jnstdana subsp nov. (male, holotype) 39. dit to (female, paratype)
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This new subspecies is easily distinguished from typical subspecies by the following characters:
1) white pubescence o n head denser and white lines of prothorax more vivid,  2) prothorax
sparsely punctured, 3) body shinier and smaller, 4) elytra shorter and rounded in female.

Length: male, 6.5~9.0mm, female, 7.5~11.5mm
Width: male, 2.0~2.5mm, female, 2.5 ~3.5 mm

Distribution: Is. Miyakejima, Is. Mikurajima, Is. Hachij15jima (Izu Islands, Tokyo Pref )
Type-series. Holotype: 1 , Tairoike, Is. Miyakejima, 30. Ⅶ. 1975, H. FUJITA leg. , paratypes:

9 6 , Tairoike, Is. Miyakejima, 30. W. 1975, H. FUJITA leg ; 15 5 , Tairoike, Is. Miya-
kejima, 19~20. VII.  1977, H. FUJITA leg ;  8 10 ,  Kawada, Is. Mikurajima,  28.  VI ~1.
Ⅶ. 1973, H. FUJITA leg ;  1 2 , Sate, Is. Mikurajima, 9. W. 1974, H. FUJITA leg ; 1 2

, Kawada, Is. Mikurajima, 26~27. Ⅶ. 1975,  H. FUJITA leg ;  3 1 ・  Is.  Mikuraj ima ,11
20. V. 1967, Y. KUROSAWA leg ; 6 3 , Is. Mikurajima,  7~9. Ⅶ.  1973,  M. TAKAKUwA

leg ; 1 , Is. Mikurajima, 7~11. Ⅶ. 1972, K. SAKAI leg., 2 1 , Noboriryii-pass, Is. Hachijo-
jima, 11. Vii i975, H. FUJITA leg ; 1 1 , Sueyoshi, Is. Hachijojima, 18. Ⅶ. 1977, H.  FUJITA
leg ; 1 , Kashidate, Is. Hachijojima, 8. Ⅶ. 1975, T. IcHIKAwA leg ;  2 1 , Sueyoshi, Is.

Hachijojima, 11. Ⅶ. 1975, M. TAKAKUwA leg.
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摘

1971年から1980年における伊豆諸島のカ ミ キリの研究

を以下にまとめた. 伊豆諾島から新しく新亜種を創設す

るにあたって, トケ'ウスバカミキリ亜属の1 種, トケ' ヒ

ゲトビイロカミキリ亜属の1 種, そしてァラカワシロヘ

リ トラカミキリの計3 極については, 他の関速地域にお

ける近緑種との比較整理を必要としたため, 本文ではこ

れらについても合わせて報告している.
トゲウスバカミキリ亜属 (Spimmegopt's) の種は, 従

来,  日本および台湾からは5 種が知られていたが, これ

らをすべて同一種と考え, それぞれが別亜種関係にある

とした.  これらのうちでもっとも古くに命名されたもの

は, 台湾の formosana (松下, 1933) であるが, この種
は今まで北インドを原産地とする同亜属の M. (S ) bu-
ckleyiの1 亜種として扱われていた.  しかし, 台湾産の

formosanaとこのbuckleyiは, 今回の研究の結果多く
の特徴が異なるまったくの別種であると考えられたた

め, この formosanaをbuckleyiの l 亜種から独立種
へ昇格させ, 他のこの種グループに属する m'ppomca,
kau,azoei, ishigakiana, lanhsuensisをそれぞれこの for-
mosana の別亜種とした.  さらに, 屋久島, 沖縄本島,
八丈島から採集されていた本亜属の種についても,  この

formosanaの別亜種の関係にあることを認め, それぞれ

新亜種として記破した.  この formosanaグループは,

現在のところ日本~台湾にかけてのみ分布する種グルー
プで8 .IIE種に区別されるが, 各亜種内における個体変異

の幅も大きい. 以前は m' o m ca と , a ω eel などの

mppon,ca以南に分布するグループとは, 形態的な差が
大きいために別な種評と考えられていたが, 今回記載さ

れた屋久島産のya s�manasubs nov. は, m pom'ca
と kau,a,oeiの中間的な形質を持ち,  また hachi joana
subsp nov. は, m'p m'caと is�gai iarl aの中間的な形
質を持っている.  このように各産地の個体群が, その産

地内では特定の形質を持っているものの, その特徴が他

の産地の個体群と連続的に変化している点から, 筆者は

これら8 ケ所の産地の個体群を, それぞれ地理的隔離に

よって生じた別亜種の関係にあると考えた. 分布域は下

記のように整理される・

M. (S) fomosana mppomca
分布: 日本 (四国, 九州)

M. (S) formosana yakushimana subsp n o v .

分布: 日本 (屋久島)
M. (S) formes‘ma kau,a-oei
分布: 日本 (電美大島)

要

M. (S) formosana okinau,ana subsp nov.
分布: 日本 (沖縄本島, 渡嘉 島)

M. (S ) formosana ishigakiana
分布: 日本 (石垣島, 西表島)

M. (S) formosana hachijoa,Ia subsp n o v .

分布: 日本 (八丈島)
M. (S ) formosana formosana
分布: 台湾 (台湾本土)

M. (S ) formosana lanhsue,tst's
分布: 台湾 (紅頭 )

トケ'ヒケ' トビイロカミキリ亜属 (Nysina) は, 従来日
本から, トケ'ヒケ' ト ビイロ (rufescens),  アマミ  トビイ
ロ (amamfensls), オキナワト ビイ ロ (Inst‘fans)の3 種

が知られていたが, 沖識本島産の ,ns,dar is と呼ばれて
いた個体詳は,  アマミ トビイロとまったく区別ができな

いため, amamle,Isis として扱った. また, amamlensis

そのものも, 先島話島を原産地とする ins,clansに非常
に近緑なものであり, ,nsularisの別亜種が妥当と考え
た. 近年, 八文島からこの亜属の1 種が発見されたが,
これもこの msular,'s グループの別fill種と考えられるも
のなので, insularis の下に新亜種名を与えた. 分布は

次のとおり.
A11otraeus (Nysina) insutaris amamtensts
分布: 奄美大島, 徳之島, 沖組本島

A11otraeus (Nysina) instdaris inst‘farts
分布: 石垣島, 西表島

A11ot r aeus (Nysina) insularis yamagamii sul:Isp.
n o v . 分布: 八丈島

アラカワシロヘリトラカミキリの伊豆諾島産の個体

は, 原産地の四国 (要媛県松山) の個体 (holotype 標本
l 頭のみしか知られていない) とまったく同じ形質を持

つ一方, 屋久島, 奄美大島で得られていた本種は, それ

ぞれに異なった特徴を持っているので,  これらをおのお

のアラカワシロヘリトラの新 IE種として記載した. 分布

は下記のとおり.
Anaglyptus arakau,ae arakau,ae
分布: 四国, 御蔵島, 八丈一島

Anaglyptus arakau,ae kt‘magensls subsp n o、, .

分布: 屋久島

Anagiyp加s ara iatoae amam'ensfs subsp n o、, .

分布: ;lEi美大島, 徳之島

以上の他にこの報文では, 伊豆話島神津島, 三宅島,
御蔵島, 八文島のクモノスモンサビカミキリを新 iI[i 種
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takakuu,al subsp n o v . として記載し , 三宅島, 御蔵島,
八丈島のシラホシカミキリを新亜種1'zutnstdana subsp
n o v . として記」械した.  また, キイロアラゲカミキリを

八丈島から初記録として報告し,  さらに三宅島,  御蔵

No.1  (Sept. 1980)

島, 八丈島から記録されていたセンノキカミキリを鹿児

島県三島村黒島から記載された ssp kuroとして扱い,
三宅島から記録されていたカタジロコマカミキリをssp.
0m'sm' として扱い報告した.
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Descript ion of a New Species of Rh1,ssenms (Scarabaeidae)
from the Phi lippines

By Ki mio MAsuMoTo

890-30,  Kamigoch(-), Totsuka-ku, Yokohama oily 247

フ ィ リピン産 Rh.、,ss "Its 属の1 新種

益本 「;雄

Rhussemus phil ippineus sp nov . (Fig. 1)
(Japanese name: Fuirippin-kokeshi-magusokogane)

Black, 、vith o u te r margin of clypeus and legs dark reddish brown, antennae and  palpj  yet_
10、vish br ow n. Upper surface rather strongly shining. Elongate, subparallel, strongly c o n v e x .

Head about 1 5 times as broad as long,  strongly c o n v e x forward, almost vertically sloped In

front, with clypeus rather acutely angulate and slightly reflex above at each sjde of  medjan wide

V-shaped emargination, sides arcuate, genae moderately rounded, vertex with two obljque_convergent
protuberances, rather densely t uberculate throughout, t ubercles gradually smaller and rugosely

su r face-・aat tened t o base of head.
・・

_ ・、
・ ; ・-, _ tit:1

Fig. 1 Rh1,ssemus  philippineus
sp nov. (holotype)

P ronotu m 1 3 t imes as broad as long,  approximately half

as long as elytra,  with sides moderately a r c ua t e and obtusely
crenate, fringed with long yellow setae, basal ones ver y shor t

opposite 4th a nd 5th elytral intervals, t hen increasjngly and

noticiably long opposite scutellum, discal surface with sjx tran_

s v e r s e shiny ridges, sparsely and ve r y finely punctate, 1s t

along anter ior margin obsolete and ex cept for cen tral par t

divided i nto t wo m e a n ridges by narrow t r a ns ve r se furrow, 2nd
t o 4th very conspicuous, 5th an d 6th coarsely and coalescently
tuberculate, median longitudinal  furrow interruptjng 4th t o

6th, 4th bent back along median furrow to join 6th and thus

enclosing5th bet、veen them, transverse furro、vs between rjdges
densely and coarsely, often rugosely punctate, furrows between
2nd t o 4 th r idges noticeably wider, pair of lateral sweIljngs
Posterior to wide depressed a r e a i n anter ior angles sparsely
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tuberculate, front angles moderately produced and their tips narrowly rounded, hind ones feebly
sinuate, front margin slightly arcuate, hind one broadly rounded with marginal groove. Scutellum
sm all a nd tr iangular.

Elytra convex, with remarkable humeral teeth, striae deep and fine, st ria1 punctures almost

unnoticed, sutural interval convex w it h outer hal f obliquely notched, 2nd to 8th with inner_small,
outer-large tuberc les in r ow s wh ich of ten coa lesce w i th each other so see n as  somewhat obliquely
and deformedly oblong i n anterior half of elytra, posterior and 9th to 10th simply dentate.

Mesosternum closely and rather rugosely punctate, metasternun sparsely granulate a t sides,
smooth and shiny in rest, 3rd t o 5th abdominal sternites with obsolete se r r at e t r an sv er se median

l ine. Middle and hind femora broad, first tarsal segment of hind legs a little longer than spur,

subequal to length of three followings combined.
Length: 2. 8- 3. 2 m m.

Holotype: . Cebu City, Cebu Is. The Philippines, 22 Apr il  1980,  K.  MAsUMoT0 leg.
Paratypes: 1 , Makati, Metro-Manila, Luzon Is 21, June 1980; 1 , di tto 22,  June  1980,

K. MASUMOT0 1eg.
* Holotype may be deposited i n the Nat ional Sc、ience Museum of Japan.

T his new species should be easily separated f rom both R matasiacus LANsBERG and  R

tonkineus BALTHAsAR in having different arrangement of ridges on pronotum and the peculiar
shape of tubercles in elytral intervals.

摘 要

フィリピンのセブ島およびルソン島より採集された BALTHAsARに近い種と思われるが, 前胸背の横隆起の

Rhyssemus属が新種であった.  既知種R tokineus 数と形状. 上翅間室の瘤列がきわめて特徴的である.
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A New Species of Mecgdatis from Malay Peninsula
(Cerambycidae)

By Koichi SuGINol) and Mori kuni HATA2)

1) 4-148, Kamioichi, Nishinomiya City 663
2) 1-21, Sangenya-Nishi, Taisho-ku, Osaka City 551

マレ一半島産のホソコバネカミキリ属の1 新種について

i ｽ野広一  ・  畑 守国

At the beginning of the present paper, the authors wish to exp ress their deep gratitude to

Pro f. D r. K . KUSAMA of Shizuoka University for his kindness in revising the manuscript. Thanks

are also due to Messrs. K. MATSUDA, T. KAMAKARI and M. TAKAKUwA for their kind help
in this study.

Niel明,dat is J'asaren,sis sp nov. (Figs. 1 & 2)

、-

・

  
-

F ig. 1 Necgdatis Jasarensis
sp nov ., (holotype)

M ale. F or m moderately robust, color orange-red and

pitchy black. Head or ange except for apices of mandibles and

eyes blackish. Antennal scape, second joint and sometimes  un-

dersides of thi rd and four th also orange, but remai nder dul l

blackish brown. Pronotum lustrous orange. Elytron ochraceous

red at base, gradually becoming pitchy toward apex. Legs pitchy
black excepting fore and basal two-thirds of middle femora shiny

or ange. Thoracic sterna orange-red or dark red, but most par ts

of metepisterna blackish brown; abdomi nal sternites somewhat

glossy black, but basal three-fif ths of first sternite pale or whitish
t es t ace ous.

Body moderately clot hed w i th recum bent golden hairs.

Head densely f urnished with suberect orange-red o r blackish red

hairs and s o m e long pale o n es along l ater al margins of fr ons.

Antennal scape and second joint thinly covered with adpressed
black ish hairs, rather denser o n upper par ts, third and four th

joints with shor ter o n es, fift h t o eleventh joints with dense

t est ac eous pubescence. Prothorax densely covered with short

reddish golden hairs on basal  collar,  somewhat paler on apical
- 23 -



ELYTRA,  Vol. 8,  No. 1 (Sept. 1980)

、.t

Fi g. 2 Noel,datis J'asarensis sp n o v .

(abdomen of the holotype)

tempera somewhat expanded laterally

collar and sparser on ventral surface, but lateral sides and
djsc i n middle denudate. Elytra with blackish or  reddish

b rown hairs and also scattered with a few long pale o n e s

o n disc, and with dense shor t blackish hairs at  marginal
port ions. Fore and hind t i biae wi th dense recumbent

blackish hairs,  middle tibiae slightly thi nner. Fore and

middle trochanters w i th dense golden hairs, metas ter na

mixed with blackish ones, most parts of metepisterna cover-
ed with suberect short blackish hairs; abdomen with golden

yellow pubescence moderately dense, but ver y sparse o n

fi rs t s ter n i te.

Head including eyes slightly broader than prothorax,
with a median longitudinal furrow bet ween antennal tuber-

cles connecting two oblique grooves at frons, densely and

minutely punctate excepting apical glabrous part of clypeuS,
Antenna rather shor t, about 0.80 times as long as body,

scape stout, longer than fourth, third to tenth joints feebly swollen apically,  terminal  joint  not
appendiculated, relative length of each joint as follows - 3. 4 : 1.0 : 3. 6 : 2. 6 : 6. 0 : 6. 6 : 7.0 : 6. 8 :

6.6 : 6.0 : 6.8, third and fourth joints densely and minutely punctured o n uppersides, but  very

sparsely and coarsely o n undersides. Prothorax distintly longer t han broad, broadest at  middle,

rather deeply constricted behind apex and before base, disc of middle rounded uniformly, glabrous

and shiny, wjthout any swelling o n d isc. Scutellum tongue-shaped, somewhat glossy, finely a nd

sparsely punctured. Elytron abbreviated, about 0. 74 t imes as long a s prothorax and about 2・5

times as long as broad, gradually narr owed posteriorly, slightly dehiscent f rom behind scutelluin t o

middle, and t hen more strongly dehiscent to apex, apical one-sixth reaexed, i nner angle obtuse,

disc densely, closely and coarsely punctate, sometimes rugose irregularly. Humer us roundly p r o -

minent, almost impunctate and shiny. Hind wings extending a l i tt le beyond apex of body. Legs
slender and very long, hind tibia distinctly exceeding apex of body,  first joint  of hind t ar sus

apparently longer than following two joints united (ratio7 :3.7-4.0). Undersides of thorax less

densely, closely and coarsely punctured than elytra; abdomen moreor lessdepresseddorso-ventra1ly,
f irst sternite longest, and about 1 6 times as long as second, last sternite sha11owly and tr iangularly
concaved at apical two_thirds, abdominal surface w i th dense and minute punctation, excepting first

sternite rather sparser.

Body length: 16. 5 - 20. 0mm, breadth: 2.5 - 3. 1 mm.

Holotype: , Mt. Jasar, Cameron Highlands, Malaysia, 3. 「V. 1979, K. SUGIN0 1eg. (depo-

sited in the National Science Museum, Tokyo).
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A New Species of Necydalis from Mala、・ Peninsula(Ceramb、cidae)

Paratypes: , same locality as the holotype, 7. . 1979, M. HATA, leg. ; , Tanah Rata

Hill, Cameron Highlands, Malaysia, 10. IV. 1979 and 2 { ,  Tanah Rata  Hill,  7-8.  1、'.  1978,  no
f ur ther data.

T h is new species is, at the first glance, similar to N. litraνa''lat OHBAYAsHI from Taiwan,
but easily distinguishable from the latter by t he s t r uc t u r e of prothorax (the latter has two swel l -

ings on disc), the coloration, and s o o n .

摘 要

マレーンア産のホソコバネカミキリの1 新極の記,成を ンド, 西部中国, 台湾までであ )たが, 本S重の発見でマ
行なった. 従来, 本属の東アジア南部での分イl lは, 北イ レ一半島まで南下した訳である. なお, 雌は来知.
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